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“トレーニングルーム”と聞くと、体育会系の部活が主に使
用しているイメージがありますか？いいえ、部活に入ってい
ない在学生ももちろん利用は可能です。ここにはハイレベ
ルな器具がたくさん導入されているので、あたかも一般のジ
ムと同じようなレベルでトレーニングができますよ。各学期
に実施されている講習会を受講すればだれでも利用できま
す。講習会の実施時期については、学生課までお問合せく
ださい。

トレーニングルーム（3号館地下1階）

    キ
ャンパ

スマップ＆お勧めスポット
 Recommended  Spots

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで
　13分   （新宿駅からの場合は、明大前乗り換え）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで 10分
■西永福駅から本学まで徒歩 7分

井の頭線（5分）

京王線（8分）

井の頭線
（13分）乗り換え

徒歩（7分）

高千穂大学

西永福

明大前

新　宿吉祥寺 渋　谷

●埼京線
●湘南新宿ライン
●総武線
●中央線
●山手線　

●埼京線
●湘南新宿ライン
●山手線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線
●地下鉄副都心線
●東急田園都市線
●東急東横線

●総武線
●中央線

●地下鉄大江戸線
●地下鉄新宿線
●地下鉄丸ノ内線
●小田急線
●西武線

ACCESS

井の頭線
（10分）
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高千穂大学　父母の会  黎明

（左から1番目）

森田 瑛里
商学部　
マーケティングコース　4年
富山県私立龍谷富山高校出身

佐藤ゼミではカンボジア
やタイの海外ボランティ
アの機会があるので、非
常に貴重な時間を過ごし
ています。

（左から3番目）

中野 伶奈
経営学部　
企業経営コース　3年
東京都私立新渡戸文化高校出身

佐藤先生は英語の担当
なので、英語力をゼミで
吸収したいです。今は
TOEIC600点を目標に勉
強し、就活に活かしたい
です。

（左から2番目）

後藤 青也
商学部　
マーケティングコース　3年
神奈川県立大師高校出身、
硬式野球部

今年のゼミナール発表会
は、佐藤ゼミナールの総
括を発表する予定です。
お世話になった先生の恩
返しになればと思います。

藤井 詩音
人間科学部　児童教育専攻　1年
東京都立飛鳥高校出身、長谷川ゼミ

橋爪 勇哉
経営学部　経営学科　1年
大阪府私立早稲田摂陵高校出身
森平ゼミ

樋口 春香
商学部　商学科　1年
東京都私立安部学院高校出身
恩藏ゼミ

大西 夏鈴
人間科学部　人間科学専攻　1年
千葉県私立中央国際高校、小向ゼミ

この春、
新しい物語が

始まる。

Enrolled students

New students

在学生

新入生

新年度がスタートして1ヶ月ちょっと、新入生の皆さんはもう大学生活に慣れましたか？
一度きりの大学生活、スタートが肝心ですよ！

新しい1年が
始まるよ！

私が大学生活を
紹介します

些細なことでも相談してもらえ、子
どもの気持ちを理解できる、信頼
される小学校教諭になりたいです。

イベント運営に興味があり
仲間と起業する準備を進め
ています。

高校時代にお金の流れに興
味を持ちました。卒業後は
銀行へ就職します！

昔から友達の相談に乗るのが好
きでした。卒業後に大学院へ進
学し、臨床心理士を目指します。

坂倉 絵梨
商学部　金融コース　3年
埼玉県立草加高校出身
楠美ゼミ、高千穂祭実行委員会

2年生までに3つの資格を取
得しました。早いうちから挑
戦しよう！

今野 日南子
経営学部　経営法務コース　3年
埼玉県立大宮商業高校出身
五野井ゼミ

コツコツ勉強したことで学
業成績優秀者に選ばれまし
た。まずは、続けることです。

竹蓋 裕介
経営学部　企業経営コース　4年
千葉県私立東京学館浦安高校出身
舟木ゼミ、アメリカンフットボール部

部活はみんなで1つの目標に
向かうので、大きな達成感が
得られます。

角田 美羽
経営学部　企業経営コース　3年
千葉県立成田国際高校出身
竹内慶司ゼミ

英語のスキルアップと、自分
の自信につながる人生で最
高の体験です。

紹介します

FEATURES

REGULARS
Ne

w Ac ad em i c  Ye a r

S TA R T !
2019★ ★

表 紙 の 人

佐藤ゼミ紹介

来年度で定年退職となる佐
藤孝一教授。地元福島をこ
よなく愛し、ゼミ合宿も福
島で実施しています。学内
では、海外留学プログラム
関連で尽力されてきました。

三澤 凌平
経営学部　企業経営コース　3年
東京都立小川高校出身
竹内慶司ゼミ

さまざまなことに興味を持
つことが大切。楽しめる何
かを見つけよう！

佐藤ゼミ

川田 亜美
人間科学部　
社会・ライフデザインコース　3年
茨城県私立東洋大学附属牛久高校出身

お金のスペシャリスト

になりたい

多くの人の

相談に乗って

手助けをしたい

在学中に起業し

事業を

軌道に乗せる

子どもの気持ちに

寄り添える

小学校の先生に

なりたい

楽しめるものを

見つけて大学生活

を充実させる

何事も

継続は力なり

資格を取得して

就活を有利に

熱く＆楽しくなれる

仲間を見つけよう

必要なのは

ちょっとの勇気
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学長

寺内  一
 理事長  

藤井　耐

し
た
。
教
育
の
力
に
よ
っ
て
、
現
状
を
改
革

し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
と

す
る
志
は
、
本
学
の
教
育
理
念
の
柱
で
あ
り
、

高
千
穂
大
学
が
め
ざ
す
人
格
教
育
そ
の
も
の

な
の
で
す
。

　

川
田
先
生
は
、
教
育
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
進
取
の
気
性
に
あ
ふ

れ
た
人
物
で
し
た
。
1
9
0
4
年
に
民
間

初
の
96
日
に
わ
た
る
世
界
一
周
観
光
旅
行

ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
中
に

い
く
つ
も
の
国
の
学
校
を
訪
問
し
、
教
育
へ

の
情
熱
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
海
外
を
含
め
、

大
学
の
外
に
出
て
、
若
い
感
性
で
新
し
い
も

の
を
生
み
出
す
志
を
、
新
入
生
の
皆
様
に
も

是
非
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
千
穂
大
学
で
は
実
学
と
人
格
教
育
を
柱

と
し
た
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
ひ
と
つ
が
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
一

貫
し
て
行
わ
れ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
で
、
さ

そ
が
本
学
の
社
会
的
評
価
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
も
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
は
、
皆
様
方
の
学
問
的
か
つ
人
間
的

成
長
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
要
因
に
つ
い

て
で
す
。
本
学
創
立
者
に
み
る
「
建
学
の

精
神
・
教
育
理
念
」
と
し
て
の
「
学
風
の
指

針
」
で
あ
る
「
常
に
半
歩
先
立
つ
進
歩
性
」

の
意
味
に
つ
い
て
は
既
に
御
存
知
の
こ
と

と
拝
察
致
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
常
に
半

歩
」
こ
そ
、
私
達
人
間
に
共
通
し
た
成
長
要

因
で
あ
り
日
々
自
ら
に
付
与
さ
れ
た
社
会
的

役
割
の
遂
行
と
こ
の
努
力
の
継
続
性
を
意
味

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学

部
生
、
大
学
院
生
と
し
て
、
改
め
て
現
在
自

ら
に
付
与
さ
れ
て
い
る
社
会
的
役
割
を
自
覚

し
、
か
つ
努
力
を
継
続
し
つ
つ
さ
ら
に
成
長

し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ざ
ま
な
専
門
性
を
有
す
る
教
員
を
中
心
に

少
人
数
の
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
成
長
す
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
、
人
間
と
し
て
必
要
な
教
養
と
そ
れ

ぞ
れ
が
進
む
専
門
領
域
で
の
知
識
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
う
大
き
な
時
代
の
変
革
の
中
で
、

今
日
（
こ
ん
に
ち
）的
な
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、

未
来
に
起
こ
り
う
る
多
く
の
事
象
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
「
課
題
解
決
」を
中
心
と
し
た

教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
様
、
本
学
が
築
い
て
き
た
伝

統
に
誇
り
を
持
ち
、
人
間
と
し
て
さ
ら
に
成

長
し
、
専
門
領
域
で
の
学
び
を
深
め
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
魅
力
的
な
人
間
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
夢

の
実
現
に
向
か
っ
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
第
３
は
、
４
年
間
に
渡
る
自
ら
の
成

長
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
々
が
４
年

後
の
到
達
目
標
と
さ
れ
て
い
る
職
業
に
就
か

れ
、
そ
の
時
を
も
っ
て
「
お
祝
い
の
日
」
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
々
の
役
割
遂
行
は
、
人
間
と
し
て
当
然

の
行
為
で
は
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
不
安
、
苦

悩
・
怠
惰
・
油
断
等
に
よ
り
、
継
続
性
が
と
だ

え
か
ね
な
い
時
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に

は
改
め
て
創
立
者
川
田
先
生
の
「
常
に
半
歩
」

を
自
ら
の
行
動
原
理
と
し
奮
起
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
と
同
時
に
常
に
皆
様
方
の
成

長
を
見
守
ら
れ
て
い
る
御
父
母
の
笑
顔
を
思

い
浮
か
べ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
元
気
に
高
千
穂
生
活
を
お
過
ご

し
下
さ
い
。

2
0
1
9
年
４
月
４
日

2
0
1
9
年
度
に
高
千
穂
大
学
に
入
学

さ
れ
た
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

高
千
穂
大
学
の
創
始
者
で
あ
る
高
知
県

生
ま
れ
の
川
田
鐡
彌
（
て
つ
や
）先
生
は
、
高

千
穂
学
園
の
ル
ー
ツ
と
な
る
高
千
穂
尋
常

高
等
小
学
校
を
1
9
0
3
年
に
、
わ
が
国
で

私
学
初
の
高
等
商
業
学
校
で
あ
る
高
千
穂

高
等
商
業
学
校
（
現
在
の
高
千
穂
大
学
）を

1
9
1
4
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
設

立
趣
意
書
に
は
、「
本
校
の
目
的
は
、
人
格
養

成
を
主
と
し
、
商
業
上
必
要
と
な
る
高
等
の

教
育
を
施
す
に
あ
り
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
本
学
は
百
年
を
超
え
る
歴
史
の
中
で
、

常
に
人
格
教
育
を
重
視
し
、
実
学
を
通
し
て
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

川
田
先
生
は
地
元
高
知
の
商
業
的
発
展
を

願
い
、
教
育
の
重
要
性
を
漢
詩
に
読
ま
れ
ま

大                         学
学
部
生
７
２
３
名
、
大
学
院
修
士

課
程
19
名
、
御
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
御
入
学
に
際
し
、
お
祝

い
の
意
味
を
込
め
次
の
３
点
を
お
伝
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
第
１
は
、
既
に
多
く
の
新
入
生
の
皆

様
は
御
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
本
学

は
、
明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
創
立
者
川
田

鐵
彌
先
生
に
よ
り
高
千
穂
尋
常
高
等
小
学
校

が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
本
年
、
学
園
創
立

１
１
6
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
方
は
本

日
よ
り
こ
の
伝
統
校
高
千
穂
学
園
の
一
員
と

な
ら
れ
ま
し
た
。
本
学
に
お
け
る
勉
学
を
通

じ
、
人
間
的
に
も
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
ら

れ
る
よ
う
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆

様
方
の
成
長
は
、
皆
様
方
自
身
の
第
一
義
的

目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
皆
様
方
の
成
長
こ

E N T R A N C E  C E R E M O N Y

01

2019年度入学式は

桜が咲いた

4月4日に行われ、

学部生723名、

大学院生19名の

計742名の新入生を

迎えました。

祝 
入
学  

︱
伝
統
校
の
継
承
を
期
待
︱

人
格
教
育
の
高
千
穂
大
学

Ne
w Aca d em i c  Ye a r

S TA R T !
2019★ ★

入学式

PA R T

1年生の皆さん、
入学おめでとうございます
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入学して2ヶ月が経ち、新入生もようやく大学生活に慣れ始めた頃、

自分の1日と先輩の1日を比較してみましょう。
高千穂学生のとある1日

One Day Report

Ne
w Aca d em i c  Ye a r

S TA R T !
2019★ ★大学の近くには、いっぱい

魅力的な場所があるよ 02
PA R T

授業をしっかり受けながら

大学外の活動もアクティブに！

BEST

14:40 10:30
START

PROFILE

恩藏ゼミに所属し、保険を学んでい
ます。今年もプレコンやゼミナール
発表会に向けて、ゼミ仲間と意見を
ぶつけ合っていきます！

家が大学から近いので早起きはして
ないですが、朝ご飯をしっかり食べ
て、シャワーを浴びて気持ちを引き
締めてから登校します。

恩藏ゼミで金融を学ぶ 通学

児童館や小学校補助のボランティ
アをしています。子供と関わるこ
とが好きなので、とても楽しく、良
い経験になっています。

児童館で
ボランティア活動

休日（土日）の過ごし方DAY OFF

おすすめ
スポット

村上くんの

村上 弘征
商学部　金融コース　3年
東京都立桜修館高校出身
恩藏ゼミ、アメリカンフットボール部、
高千穂祭実行委員会

村上くんは、ゼミ、留学、高千穂祭、ボ
ランティアなどにアグレッシブに挑戦
している学生です。趣味は旅行で、年4・
5回行っています。

16:30

委員会では会計局長を務め、一人で
はできないたくさんの仕事を同期や
後輩たちが支えてくれています。や
りがいがある仕事です。

高千穂祭実行委員会の打合せ
12:20

前または次の授業が同じ友達と、学
内外問わず一緒にご飯を食べていま
す。気の合う友達といるときが、一
番楽しいですね。

友達とランチ
19:00

大学の講義終了後、定期的に習いご
とにも顔を出します。小学生の時か
ら続けている護身術は、ストレス発
散できます（笑）。

習い事（合気道の稽古）

chano-ma
（代官山）

代官山のカフェで、とて
も良い雰囲気です。ベッ
ドでお酒が飲めるので、
とてもくつろげますよ。

BEST 

1善福寺川緑地
（杉並）

大学周辺は自然にあふれ
ています！春はお花見で
大賑わい。春夏秋冬さま
ざまな発見があります。

BEST 

3 ラウンドワン
吉祥寺店（吉祥寺）

定番の遊び場。吉祥寺店
にはスポッチャはありま
せんがカラオケ、ダーツ、
ボーリングができます。

BEST 

2

3

会計の勉強とマネージャーの二刀流

選手の活躍がなによりも励みです

BEST

12:20 8:00
START

PROFILE

ランチはアメフト部の友達と学食か
クラブハウスのアメフト部の部室で
食べることが多いです。学食は鶏マ
ヨ丼がお気に入りです。

JR中央線と京王井の頭線を利用して
通学しています。大学に入学して初
めて満員電車に乗ったときは耐えら
れないと思いました…（笑）

学食でランチ 電車で通学

アメフト部の練習や試合がほとん
どです。選手が試合で活躍できる
ようマネージャー全員でサポート
しています。

アメフト部の
マネージャーをしています！

休日の過ごし方
DAY OFF

おすすめ
スポット

藤井さんの

藤井　舞
商学部　会計コース　2年
東京都立大島高校出身
成田ゼミ、アメリカンフットボール部

アメフト部のマネージャーをしている
藤井さん。2年生ですが、選手や周囲
からの信頼も厚いです。文武両道で、
目標に向かって日々頑張っています。

おすすめ

14:40

将来は公認会計士を目指しています。
成田先生のご指導のもと、社会で活
躍できる知識やスキルを在学中に習
得したいです。

成田ゼミでスペシャリストに
9:00

高校は普通科でしたが、簿記の授業
が選択できました。そこで会計の楽
しさを経験し、大学では会計コース
を選択。知識を身に付けたいです。

会計科目を受講
19:00

一人暮らしのため、いつもアメフト部
の仲間と一緒か一人で食べることが
多いです。たまに親が会いに来てく
れるので、一緒に食事に出かけます。

親と久しぶりの食事

幸せの
パンケーキ

（吉祥寺）

話題のふわふわパンケー
キのお店です。吉祥寺店
は他店より混んでいない
印象で、穴場です。

BEST 

1和田堀公園
（杉並）

アメフト部は毎年ここで
新歓お花見を開催してい
ます。今年も約50名の
新入生が参加しました。

BEST 

3 アクアパーク
品川

（品川）

光を使った演出のイルカ
ショーが素敵！クラゲの
展示も豊富で、クラゲ好
きの私には聖地です！

BEST 

2

3

おすすめ
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クラブ＆
学生団体紹介

CLUB + 
STUDENT 
GROUPS

毎週水曜日体育館でやっ
ています。
見学だけでもいいので来
てください。

■ 連絡先／担当者氏名
M16A029 伊東　廉

■ 一言PR

フットサル愛好会 15

活動日は毎週月曜日です。
みんなでいっしょに野球
やろうぜ！

■ 連絡先／担当者氏名
M18A042 上野 慎悟

■ 一言PR

軟式野球愛好会 13

初心者、経験者問わず大歓
迎です！楽しく活動して
いるのでぜひ来てね！

■ 連絡先／担当者氏名
M18A061 佐藤　駿

■ 一言PR

バドミントン愛好会 14

学生みんなが楽しんでも
らえる大学祭を仲間と作
り上げましょう！

■ 連絡先／担当者氏名
C17A023 坂本 光一
Twitter　@takachihosai

■ 一言PR

高千穂祭
実行委員会 02

武道場で活動しているの
で興味のある方はお気軽
にお越しください！

■ 連絡先／担当者氏名
C180A015 川島 高文 
Twitter　@takachihoaiki
Email　aikishinkan@yahoo.co.jp

■ 一言PR

合気道部 06

楽しいと思います^_^
9号館3階写真愛好会まで。
よろしくお願い致します。

■ 連絡先／担当者氏名
M17A061 三原 知紗
Instagram　cs_th_photos

■ 一言PR

写真愛好会 24

楽器をやったことない方
も、ぜひスタジオに一度お
越しください！

■ 連絡先／担当者氏名
C17A245 市川　響

■ 一言PR

フォークソング
研究会 20

絵やイラストに興味のあ
る人はぜひ見学に来てく
ださい！

■ 連絡先／担当者氏名
C18A241 坂本 昂太

■ 一言PR

美術部 22

初心者も経験者も大歓迎
です。興味がある人は気
軽に部室に来て下さい。

■ 連絡先／担当者氏名
C17A103 小林 大騎

■ 一言PR

軽音楽研究会 18

毎週水金で活動していま
す。入部見学希望の方は
部室へお越しください。

■ 連絡先／担当者氏名
C18A164 曽根 聖矢

■ 一言PR

バスケットボール
同好会 11

格闘技に興味のある人、夏
までに体を鍛えたい人募
集中！！

■ 連絡先／担当者氏名
H18A039 中嶋 竜也
Twitter　@takachiho_judo

■ 一言PR

柔道同好会 12

興味のある人はクラブハ
ウス剣道場または剣道部
部室まで来てください！

■ 連絡先／担当者氏名
M17A124 中村 昇太
tkachihokendou@gmail.com

■ 一言PR

剣道部 04

テニスに少しでも興味あ
る方は体験にぜひ来てく
ださい！待っています！

■ 連絡先／担当者氏名
M17A197 山岡 洋史
Twitter　@TakachihoTennis

■ 一言PR

硬式庭球部 05

弓道に興味のある方は弓
道場に来てください。誰
でも大歓迎です。

■ 連絡先／担当者氏名
C17A093 並木謙吾

■ 一言PR

和弓部 10

個性豊かで楽しい部活で
す。興味が出たら体育館
に見学来てください

■ 連絡先／担当者氏名
M17A133 鈴木 泰生

■ 一言PR

排球部 09

経験者未経験者問わず、興
味がある方は競技室まで
見学に来てください！

■ 連絡先／担当者氏名
M16A119 池田 孝史

■ 一言PR

卓球愛好会 16

興味のある人は名札をつ
けているので気軽に声を
かけてください！

■ 連絡先／担当者氏名
M16A142 竹蓋 裕介
Twitter & instagram
@takachihoeagles

■ 一言PR

アメリカン
フットボール部 08

みんな仲がいいです！全
国大会に毎年出場してい
るので就活で使えます！

■ 連絡先／担当者氏名
H16A046 西尾 一輝
Twitter　@takachihoskiclu
LINE　@kazuki0329ski

■ 一言PR

スキー部 07

女子マネージャー歓迎で
す！ 1部を目指して一緒に
頑張りましょう！

■ 連絡先／担当者氏名
C16A018 木田 雄斗
info@takachiho-bbc.com

■ 一言PR

硬式野球部 03

主にゼミナール発表会の
運営を行っています！興
味があればぜひ！

■ 連絡先／担当者氏名
C17A040 片山 優晃
Twitter　@tkch_zemiren
メール　t.zemiren1@gmail.com

■ 一言PR

ゼミナール連合本部 01

男女仲良く活動していま
す☆ご質問などお気軽に
TwitterのDMへ！

■ 連絡先／担当者氏名
H17A036 雨宮 菜々子
Twitter　@takachiho_dance

■ 一言PR

ダンス同好会 23

もし興味があれば、9号館
3階9309室へ見学しに来
てください。

■ 連絡先／担当者氏名
M17A174 大川 淳大

■ 一言PR

映画研究会 19

即売会用の部誌を発行、頒
布が主な活動です！ぜひ
お越しください！

■ 連絡先／担当者氏名
M17A017 片山　要
Twitter　@MankenTakachiho

■ 一言PR

漫画研究会 21

興味のある方はぜひ9号館
3階簿記会研究会の部室ま
できてください！

■ 連絡先／担当者氏名
C18A265 前川 夏輝

■ 一言PR

簿記会計研究会 17
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Professors 
New

新任教員
 ご挨拶
今年度の新任教員を

紹介します。

みなさんの学びや知的好奇心を

刺激してくれたり、

悩みや相談にものってくれる

頼もしい先生方です。

税
金
か
ら
社
会
を
学
ぶ  

（
住
倉 

毅
宏
先
生
）

夢
に
向
か
っ
て  

（
中
澤 

陽
平
先
生
）

専
門
知
識
を
と
こ
と
ん
極
め
る  

（
齋
藤 

典
晃
先
生
）

生
き
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う  

（
桝
谷 

奎
太
先
生
）

「
未
知
」の
学
問
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に  

（
竹
村 

和
朗
先
生
）

令
和
元
年
の
年
に  

（
松
丸 

明
弘
先
生
）

はじめまして、今年度より人間科

学部で文化人類学を担当することに

なった竹村です。私は、中東のエジ

プトをフィールドとして、そこで

人々がどのような暮らしをしている

のか、特に国家や開発との関わりか

ら研究してきました。文化人類学は、

もともと遠い異国の、言葉もわから

ない、「未知」の社会・文化を学ぶ

学問としてはじまりました。21世

紀のいまも、文化人類学が現場を重

視し、そこにある「未知」の事柄を掘

り起こすものであることには、変

わりがありません。そのような「未

知」の学問を皆さんとともに学んで

いきたいと思います。

人間科学部　准教授

竹村 和朗
■担当科目
異文化間コミュニケーション論、人間科学方法論、
多文化共生論

管理会計論、工業簿記、簿記、ゼ

ミを担当します桝谷奎太です。みな

さんは、自分がどんな生き方をし

ていくか、考えたことがあります

か。人生100年時代と呼ばれる今日、

ただがむしゃらに何かを頑張った

り、与えられたものをこなしたりす

るだけで、幸せになれるでしょうか。

重要なのは「こんな生き方したい」と

いった目的や理想をもち、そこから

逆算して行動することです。時間を

自由に使える大学生活で、自分のや

りたいこと、得意なことを見つけら

れるよう努めましょう。みなさんが

生き方を見つけられるよう、手助け

できればと思います。

商学部　助教

桝谷 奎太　
■担当科目
簿記、管理会計論、工業簿記

私は、元号が「昭和」から「平成」に

かわった年に正式に教職につきまし

た。それから約三十年間、五校の高

等学校で勤務し、文書館で『千葉県

史』の編纂をし、他にもいろいろな

仕事を任されて、経験を積んできま

した。昨年度までは、中学校併設の

高等学校に勤めていて、大学で兼任

講師もしていたので、一週間に、中

学二年生と高校三年生と大学三年生

を教えていました。新しく元号が「令

和」とかわった今年、高千穂大学人

間科学部で教えることになり、感

慨もひとしおです。初心に立ち返り、

気合いを入れてがんばろうと思って

おります。よろしくお願いいたしま

す。

人間科学部　准教授

松丸 明弘
■担当科目
社会科・地理歴史科教論、
社会科・地理歴史科指導法

マーケティング論と広告論を担当

させていただく齋藤典晃です。私が

皆さんと同じように大学生だった時、

初めてマーケティングを学び、興味

を持ちました。はじめは単純におも

しろいと思っただけのマーケティン

グですが、その理論的な研究の重要

性に気づき、そこに関心をもって研

究をしています。

大学は本当にたくさんのことを学

べる場所です。学生の皆さんには

色々なことにチャレンジしてもらい

たいと思います。その中から自分の

やりたいこと、目標を見つけてくだ

さい。もちろん、そのためのサポー

トは全力でさせていただきます。

商学部　准教授

齋藤 典晃
■担当科目
マーケティング論、広告論

基礎コンピュータを担当させてい

ただく中澤です。現代社会におい

てICTに関わるコンピュータリテラ

シーは最も基礎的な知識の一つに

なっています。大きな夢を持って大

学に入学された方、これから目標を

見つけようとしている方、様々い

らっしゃるかと思います。夢へ近づ

く方法として、学部の専門知識のみ

ならずICTスキルを含め幅広く基礎

教養を身に着けることが最も重要で

あると考えています。私自身、人間

的にまだまだ未熟な部分もあるため、

高千穂大学で皆さんと共に夢に向

かって成長していけたらと思います。

よろしくお願いします。

経営学部　助教

中澤 陽平
■担当科目
基礎コンピュータ

今年度から、税法Ａ／Ｂ、税理

士・税法（応用）を担当する住倉です。

直前まで、国税庁で仕事をしていま

した。

経済取引には税金がつきものです。

モノを売買する取引やサービスを提

供する取引があれば、消費税がかか

りますし、会社であれば法人税、個

人としての取引であれば所得税が関

係してきます。税金は経済社会のあ

らゆるところに関係するところから、

税金を知ることは社会を知ることに

もなると考えています。実際の税制

がどのようなものか、どのようにあ

るべきかについて、皆さんと一緒に

考えていきたいと思います。

商学部　教授

住倉 毅宏
■担当科目
税法、税理士・税法
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CLOSE   

マーケティングで、
あらゆるビジネスは面白くなる

「法律」という切り口で
企業の事業活動について研究する

UP!!

法律学、企業法、日本の文化と歴史、日本の産業と社会、
ゼミⅠ、専門ゼミ

■担当科目

■略歴
早稲田大学 法学部 卒業
早稲田大学大学院 法学研究科 修士課程 入学
早稲田大学大学院 法学研究科 修士課程 修了
早稲田大学大学院 法学研究科 博士後期課程 入学
早稲田大学大学院 法学研究科 博士後期課程 単位取得満期退学

マーケティング論、マーケティング情報論、ゼミⅠ、
専門ゼミ

■担当科目

■略歴
早稲田大学 政治経済学部 卒業
早稲田大学大学院 商学研究科 修士課程 入学
早稲田大学大学院 商学研究科 修士課程 修了
早稲田大学大学院 商学研究科 博士後期課程 入学
早稲田大学大学院 商学研究科 博士後期課程 単位取得満期退学

高千穂
ゼミ

クローズ
アップ

TA
KACHIHO  SEMINAR

村
上
ゼ
ミ
は
経
営
学
部
の
経
営
法
務
コ
ー

ス
の
ゼ
ミ
で
、
昨
年
度
初
め
て
の
卒
業
生
を

出
し
た
ば
か
り
の
ま
だ
４
年
目
の
ゼ
ミ
で
す
。

今
年
度
は
新
２
年
生
７
名
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
３
年
生
、
４
年
生
は
そ
れ

ぞ
れ
４
名
ず
つ
で
、
経
営
学
部
の
中
で
は
少

人
数
の
ゼ
ミ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
属
す
る

ゼ
ミ
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
し
、
単
に
「
少

人
数
」
で
は
な
く
、「
少
数
精
鋭
」
と
周
り
か

ら
言
わ
れ
る
よ
う
な
ゼ
ミ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
（
と
は
言
い
つ
つ
も
、
ゼ

ミ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
場

所
と
な
る
こ
と
を
一
番
に
願
っ
て
い
ま
す
）。

村
上
ゼ
ミ
で
は
会
社
法
を
中
心
と
し
て
企

業
を
取
り
巻
く
法
制
度
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。
年
度
ご
と
に
ゼ
ミ
生
と
研
究
テ
ー

マ
を
決
め
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
会
社
法
に

限
ら
ず
、
企
業
の
事
業
活
動
を
規
律
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、
再
現
性
が
必
要
で
す
。

た
ま
た
ま
上
手
く
い
っ
た
、
運
良
く
成
功
し

た
。
こ
れ
で
は
次
に
繋
が
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
分
析
し
て
エ
ク
セ
レ

ン
ス（
優
れ
た
点
）と
課
題
を
探
す
力
は
、
す

べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
大
切

な
も
の
で
す
。
永
井
ゼ
ミ
で
は
、
企
業
の
規

模
・
業
種
・
国
、
す
べ
て
自
由
で
、
学
生
が
興

味
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
個

人
と
グ
ル
ー
プ
で
分
析
を
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、
２
つ
で

す
。
１
つ
は
、
二
次
情
報
（
誰
か
が
ま
と

め
た
情
報
）
の
収
集
と
分
析
に
、
個
人
で

取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
２
週
に
１
度
、

レ
ポ
ー
ト
を
出
し
て
も
ら
い
、
選
ば
れ
た
学

生
は
発
表
・
質
疑
応
答
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
う
１
つ
は
、
一
次
情

報
（
自
分
が
体
験
し
た
情
報
）
を
増
や
す
活

様
々
な
法
律
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
実
際
、
昨
年
度
は
企
業
の
広
告

宣
伝
活
動
に
関
係
す
る
法
律
で
あ
る
景
品
表

示
法
に
つ
い
て
研
究
し
、
ゼ
ミ
発
表
に
臨
み

ま
し
た
が
、
景
品
表
示
法
を
選
択
し
た
理
由

は
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名
企
業
が
景
品

表
示
法
違
反
に
問
わ
れ
る
事
例
が
複
数
発
生

し
、
報
道
等
で
目
に
す
る
機
会
が
多
か
っ
た

た
め
で
す
。
経
営
学
部
や
商
学
部
の
学
生
に

と
っ
て
は
「
法
律
」
と
聞
く
だ
け
で
、「
何

だ
か
難
し
そ
う
」、「
ち
ょ
っ
と
退
屈
そ
う
」

と
い
う
感
想
を
持
つ
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
研
究
す
る
価
値
の
あ
る
テ
ー
マ
は
日

頃
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
い
く
つ
も
転
が
っ
て

お
り
、
研
究
の
過
程
で
得
た
知
見
は
就
職
後

も
必
ず
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
「
法
律
」

と
い
う
切
り
口
で
企
業
の
事
業
活
動
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

動
に
、
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
企
業
訪
問
、
ゲ
ス
ト
交

流
、
産
学
連
携
活
動
、
外
部
コ
ン
テ
ス
ト
参

加
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
理
論
や
ツ
ー
ル
を
暗

記
す
る
だ
け
で
は
、
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
裏
を
探
り
、
「
企
業
の
狙

い
は
何
な
の
か
」
「
消
費
者
は
ど
う
い
う
反

応
を
す
る
の
か
」
な
ど
、
Ｗ
ｈ
ｙ
？
と
Ｈ
ｏ

ｗ
？
を
推
測
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
思
考

こ
そ
が
重
要
な
ス
キ
ル
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
、

失
敗
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
誰
も
笑
い
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
挑
戦
に
は
必
ず
失
敗
が
必

要
だ
か
ら
で
す
。
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
重
ね
、

失
敗
を
乗
り
越
え
、
自
分
自
身
を
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
価
値
と
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
、
自
分
自
身
の
手
で
高
め
て
い
く
力

を
身
に
付
け
る
場
所
が
、
永
井
ゼ
ミ
で
す
。

永井ゼミ村上ゼミ
STUDENT’S  VOICE STUDENT’S  VOICE 

大学教育の中心であるゼミナール教育。
伝統ある高千穂のゼミが、

どのような研究や活動を行っているかを
学部ごとに紹介します。

経営学部　准教授

村上　誠
商学部　准教授

永井 竜之介

私が永井ゼミを選んだ

理由は、アクティブラー

ニングを多く行ってお 

り、学年関係なく多くの

人と意見を沢山出し合っ

て討論しているゼミに

入りたいと思ったからで

す。
白石 佑太朗
商学部　マーケティングコース　3年
東京都立石神井高校出身
高千穂祭実行委員会

法律の知識があれば将来何かの役に立つのではない

かと考え、村上ゼミを選びました。ゼミでは会社法を

中心に企業に関係する法律を学ぶことができます。今

年度のゼミⅡは会社法の基礎を一通り勉強するところ

から始めていて、まずは基礎となる会社法の知識を習

得した上で、来年度のゼミ発表会に向けて準備を進め

ていく予定です。

笠井 遼一
経営学部　経営学科　
情報コース　2年
神奈川県私立相洋高校出身
美術部

永井ゼミでは、マーケ

ティングを通して知識や

思考力を養っています。

とにかく人数が多いの

で、毎週行う大規模なグ

ループディスカッション

がインプットとなって成

長することができます。
小口 幹太
経営学部　企業経営コース　3年
長野県立岡谷南高校出身
高千穂祭実行委員会

学内外での発表の際に

は的確なアドバイスを

してくれて、常にドン

と構えて学生を見守っ

ている先生です。ゼミ

生が多いですが、一人

一人のことを考えてく

れて、いつも助けられ

ています。

佐々木 詩織
商学部　マーケティングコース　3年
東京都立赤羽商業高校出身
学友会本部、学術文化団体連合会本部、
簿記会計研究会

自分が興味のあるニュー

スについてレポートを書

き、選ばれたものは発表、

意見交換も行います。ま

た、実際に企業に伺い、

マーケティングの視点か

らグループワークを行い

ます。
佐藤 遼子
商学部　マーケティングコース　3年
東京都立小平 高校出身
美術部

村上ゼミでは企業を取り巻く法制度について研究し

ます。昨年度のゼミ発表会では企業の広告宣伝活動

に関係する景品表示法について発表しました。村上

先生は気さくで接しやすく、先生と学生の距離が近

いと思います。3～4年生になると就職活動の相談

にも積極的に乗ってくれるので助かります。

佐々木 創
経営学部　経営学科　
情報コース　2年
東京都立小平高校出身
美術部
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2019年2-3月に行われた
アメリカ・オレゴン大学の短期留学。

どのような経験をしてきたか
参加者にレポートをもらいました。

短期留学
レポート

U
N

IV
ER

SIT
Y

 O
F O

R
EG

O
N

2
0
1
8
年
度
の

就
職
支
援
活
動
総
括

2
0
1
8
年
度
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
２
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
最
終

の
就
職
内
定
率
は
99

・

４
%
と
な
り
、
昨

年
に
続
き
高
水
準
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
数
年
間
続
い
て
い
る

「
売
り
手
市
場
」
が
外
部
要
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
売
り
手
市

場
で
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
３
年
次
よ
り
、

し
っ
か
り
と
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し

自
身
の
将
来
を
考
え
る
た
め
に
努
力
を
怠

ら
な
か
っ
た
学
生
自
身
の
頑
張
り
が
結
果

に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

一
方
で
、
こ
の
内
定
率
を
ご
覧
に
な

ら
れ
た
方
は
、
内
定
を
取
得
し
た
学
生
全

員
が
ス
ム
ー
ズ
に
就
職
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
、
捉
え
る
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
非
常
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
卒
業
間

近
に
よ
う
や
く
内
定
を
取
得
し
た
学
生
も

少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
長
期

化
し
た
学
生
の
特
徴
と
し
て
は
、
準
備
を

怠
る
、
何
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

か
ら
何
も
し
な
い
、
就
職
活
動
早
期
の
段

階
で
躓
き
就
職
活
動
を
長
期
間
休
止
す
る
、

や
り
た
い
こ
と
と
で
き
る
こ
と
が
乖
離
し

て
い
る
、
こ
だ
わ
り
が
強
す
ぎ
る
と
い
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

世
間
で
は
売
り
手
市
場
と
呼
ば
れ
て
い
て

も
、
苦
戦
す
る
学
生
は
必
ず
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
引
き
続
き
就
職
環
境
は
売

り
手
市
場
の
見
通
し
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、﹃
良
い
学
生
を
採
り
た
い
﹄
と

い
う
企
業
側
の
厳
選
採
用
の
姿
勢
は
変
わ

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
迎
え
る
3

年
生
の
皆
さ
ん
は
、
自
己
分
析
や
企
業
研

究
等
、
多
岐
に
わ
た
る
事
前
準
備
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

し
な
が
ら
就
職
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

早
期
内
定
取
得
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

就
職
支
援
課
で
は
就
職
支
援
行
事
を

沢
山
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
学
生

の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
参
加
し
、
些
細
な

事
で
も
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
気
軽
に
就
職

支
援
課
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ガイダンス風景 企業説明会

※行事日程は変更になる可能性があります。

人事担当者による面接対策講座

就 活
情報局

INFORMATION

月 日 曜 時間 行事名 内容

5 21 火 13：00～ 14：30 業界研究講座
数多く存在する業界の種類を知り、各業界の現状や今後の展望
など深く研究する方法について学ぶ

6

3～ 14 11：30～ 16：30 春の進路相談会 卒業後の進路について 3年生全員対象に個人面談を実施

4 火 13：00～ 14：30 エントリーシート講座
自己分析の結果をもとにエントリーシートを実際に作成し、書き方
のコツを学ぶ

18 火 13：00～ 14：30 マナー講座 就職活動におけるマナーの基礎知識を学び実践する

3年生就職支援行事スケジュール　

《2019年度 就職活動支援行事》

オレゴン大学

高千穂学生の

就職活動を

応援します！

高
千
穂
学
生
の
就
職
活
動
を

     

応
援
し
ま
す
！

オレゴン州にある3番目に大きい都市
のユージーンにある州立オレゴン大学。
アート、スポーツ、自然を満喫できます。

オレゴン大学

英語の授業が楽しい！

楊　梦雪
経営学部　企業経営コース　3年
東京都立千歳丘高校出身
舟木ゼミ

　授業では先生が毎回発言の機会を与え

てくれました。ペアワーク、グループ

ディスカッションやプレゼンテーション

が多く、そのおかげで仲良くなって友達

がたくさんできました。今までは英語

の授業が苦手でしたが、

初めて英語が楽しいと

思うくらい最高でした。

日本人の友だちを通じて現地の
友人を増やしました

　アメリカに着いた時はホストファミリーが

話していることが全然理解できませんでし

たが、だんだんとお店やレストランの店員と

もスムーズに会話ができるようになりました。

日本人の友達から作っていくと、オレゴン大

学生向けのイベント情報

を教えてもらったり現地

の友達を紹介してもらえ

たりしてよかったです。

オレゴンは生活しやすい環境

　飲食店やスーパーが近くにあり、バス

は学生証があれば無料で乗れるので不便

を感じませんでした。毎日ホストファミ

リーと一緒にアメリカの料理を作ったり、

私の他にいた2名のルームメイトと一緒

におしゃべりしたり行

動を共にして楽しかっ

たです。

毎日が英語漬けで英語力アップ！

留学を経て大きな成長を感じました

　私のホストファミリーは、今日の一番

良かったことや幸せなことなど1人ずつ

話す時間があり、自身の英語力向上の大

きなきっかけになりました。授業でも毎

日英語漬けだったので、日本で学習する

よりはるかに効率がよ

く感じました。

自分から話しかけることが大事

　毎週金曜日には、オレゴン大学の学生

がたくさんいて料理や飲み物を囲んで会

話ができる「コーヒーアワー」というイ

ベントがありました。自分から話しかけ

なければネイティブの人と話すことは難

しいと思い、勇気を出

して話しかけると気さ

くにいろいろな話をし

てもらえました。

驚いたことがたくさんありました

　オレゴンの人たちは雨が強くても傘を

ささなかったり、道路の道幅が広く車が

大きかったり驚くことが多くありました。

オレゴン大学では毎週木曜日に無料で映

画を見ることができたり様々なイベン

トが毎日行われており、

現地の学生と話す機会

が多く友だちを作るこ

とができました。

アメリカらしい雰囲気を味わえました

　日本と違って運動をしている人数がとても

多く、大学のトレーニングジムに来たり、プー

ルで泳いでいる人が多くて驚きました。朝早

くウォーキングをしていると目が合って笑顔

で挨拶してくれたり、話しかけてくれて一緒に

歩いたり優しい人ばかりで

した。アメリカらしい雰囲

気を味わえたことは私に

とってプラスになりました。

引率教員

人間科学部　教授

松谷 明美

　７名の派遣学生たちが、米国への

入国審査を済ませると積極的に英語

を使い始める姿を見て、留学に対す

る熱意を感じました。彼らの充実し

た留学生活は、将来への良い刺激に

なったと確信しております。

小川 友也
商学部　金融コース　2年
東京都私立宝仙学園高校出身
山田浩ゼミ、美術部

ZHANG XINZHE
経営学部　企業経営コース　4年
安本ゼミ

村上 弘征
商学部　金融コース　3年
東京都立桜修館中等教育学校出身
恩藏ゼミ
高千穂祭実行委員会

オレゴン大学
短期留学生募集中！
全学年で応募可能です。

近藤 俊英
商学部　マーケティングコース　2年
東京都立紅葉川高校出身
庄司ゼミ、排球部

五十嵐 咲
商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立杉並学院高校出身
藤芳ゼミ

広瀬 流斗
経営学部　企業経営コース　4年
東京都私立武蔵野高校出身
舟木ゼミ、アメリカンフットボール部

留学期間  2020年2月～3月（4週間）

自己負担費用  約58万円（予定）　 応募〆切  7月1日（月）

応募相談は4号館1階教育研究事務課へ
TEL 03-3315-8847　kyoken-jimu@takachiho.ac.jp
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高千穂大学には全国から学生が集まっています。
今の自分がいるのも高校時代があるからこそ。

当時を振り返りながら、母校の良さを皆さんに紹介します。

私
の
高
校
時
代

私
の
高
校
時
代

東京都私立 京華商業高校

東京都立 府中東高校

校外学習で鎌倉にいった際、
長屋先生と藤田先生と一緒に
撮影しました。情緒ある街並
みが印象的でした。

3年生の時の文化祭で、お化け
屋敷をしました。怖すぎる！
と言われる位好評でした。と
ても楽しかったです。

１
︱

２
年
生
の
担
任
は
尾
崎
先
生
で
、
入

学
直
後
の
八
个
岳
校
外
学
習
で
友
達
が
で
き

た
り
、
都
内
研
修
や
沖
縄
の
修
学
旅
行
で
は

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
沖
縄
の
魅
力
な
ど
を
体

験
で
き
ま
し
た
。
３
年
生
の
担
任
は
渡
辺
先

生
で
、
体
育
祭
の
ム
カ
デ
競
争
で
優
勝
し
た

こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
進
路
指
導
は

鈴
木
先
生
に
お
世
話
に
な
り
、
高
千
穂
大
学

へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
選
ん
だ
理
由
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
印
象
が
と
て
も
よ

く
、
学
び
た
い
授
業
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

キ
ャ
ン
パ
ス
が
綺
麗
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
は
、

充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
！

１
か
ら
３
年
は
鶴
井
先
生
、
高
野
先
生
、

山
崎
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
１

年
生
の
時
の
ク
ラ
ス
は
仲
が
良
く
、
ク
リ

ス
マ
ス
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
は
教
室
で
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
文
化
祭
後
の
夜
祭
で

見
た
花
火
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
ま
た
、

２
年
生
で
は
修
学
旅
行
で
沖
縄
に
行
っ
た

り
、
バ
レ
ー
部
を
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
が

大
変
で
し
た
。
３
年
生
で
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
に
行
っ
た
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

進
学
し
た
理
由
は
、
会
計
を
学
び
た
か
っ
た

（
茂
木
）。
金
融
コ
ー
ス
で
学
び
、
同
業
界

へ
就
職
し
た
い
か
ら
で
す
（
大
木
）。

生
徒
の
可
能
性
を
伸
ば
す
手
助
け
を
す
る

教
師
と
い
う
仕
事
の
や
り
が
い

何
も
の
に
も
代
え
難
い
経
験
を
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
夏
合

宿
、
そ
し
て
秋
の
リ
ー
グ
戦
と
、
思
い
起
こ

せ
ば
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
2

部
昇
格
を
懸
け
た
入
替
戦
で
、
ス
タ
ン
ド
を

埋
め
た
大
応
援
団
に
感
動
し
た
事
を
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
勤
務
校
で
は
５
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
担
任
、
部
活
動
顧
問
を
受
け

持
ち
、
生
徒
に
と
っ
て
一
度
し
か
無
い
高
校

生
活
の
中
で
彼
ら
の
成
長
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
大
学
生
で
あ
る
皆
さ
ん
も
、
高
千
穂
で

の
大
学
生
活
は
一
度
き
り
で
す
。
将
来
を
見

据
え
行
動
を
す
る
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
今
、
目
の
前
に
あ
る
目
標
に
全

力
で
挑
み
、
今
支
え
て
く
れ
る
周
囲
の
方
を

大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
度
し

か
無
い
大
学
生
活
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て

下
さ
い
。

私
は
、
県
立
高
校
で
商
業
科
教
諭
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
教
員
を
志
し
た
き
っ

か
け
は
高
校
時
代
、
恩
師
に
進
路
相
談
を

し
た
際
の
「
教
員
を
目
指
し
て
み
た
ら
ど
う

か
？
」
の
一
言
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
「
教

員
に
な
り
母
校
に
戻
り
た
い
」
と
い
う
夢
が

生
ま
れ
、
高
千
穂
大
学
に
入
学
し
教
職
課

程
を
履
修
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
入
学
後

は
、
高
校
時
代
に
学
ん
だ
会
計
分

野
の
知
識
を
更
に
深
め
た
い
と
思

い
、
林
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
学
ば
せ
て
頂
い
た

事
が
、
今
の
教
科
指
導
の
原
点

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の

大
学
生
活
を
最
も
充
実
し
た
も

の
に
し
て
く
れ
た
の
が
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
の
４
年
間

で
し
た
。
厳
し
い
練
習
の
毎
日
で

し
た
が
、
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、

（上）今年度は2年生のクラスを
担当しています。生徒達の自主
性を大事にしながら、しっかり導
いていきたいと思います。

（下）部活動は女子バスケ部の顧
問をしています。勝つことも大
事ですが、心身ともに成長でき
るように指導しています。

校舎は21世紀に入ってから建て替えられたため、県立高校のなか
では比較的新しいです。海も近いため、津波に対する設計もされ
ています。

NTERVIEW
G R A D U A T EMy High School 

Presentation

母 介
校 紹

私の思い出

私の思い出

さまざまな分野で活躍する
卒業生を紹介します！

OB教員

前田 洋平
静岡県立　相良高校教諭
2009年3月卒業

卒業生

生徒と先生の距離が近く、丁寧
で臨機応変に対応してくれる

大学の進学率と
就職率の高さ

検定が多くあり、　　　
そしてその補講も充実

BEST

BEST

BEST

BEST

私の母校の特長 3
1

2

3

山下 玲奈
人間科学部　心理・コミュニケーションコース　2年
上野ゼミ
東京都私立京華商業高校出身

高千穂大学は高校と同じように先

生との距離が近く、一人ひとりと真

剣に向き合ってくれます。また、手厚

い就職支援も充実していますよ。

高千穂大学は先生と職員がとて

も優しいです。また、キャンパス内

に附属の幼稚園があるのですが、園

児がとても可愛いらしいです。

母校の学生へのメッセージ

母校の学生へのメッセージ

母校の先生へのメッセージ

母校の先生へのメッセージ

3年間とてもお世話になりました。

これからも色々大変だと思いますが、

頑張ってください！

私たちは二人とも高千穂大学で

楽しくやっています！

制服がかわいい！

体育でゴルフが 　　　
プレーできる

ボクシング部が
とても強い

BEST

BEST

BEST

BEST

私の母校の特長 3
1

2

3

大木　楓 （左）

商学部
マーケティングコース　3年

茂木 琴音 （右）

商学部　会計コース　3年
成田ゼミ

　  17  162019/Spring  Vol.72Quarterly TAKACHIHO 2019/Spring  Vol.72Quarterly TAKACHIHO



長谷川ゼミがバングラデシュの
子ども支援活動を報告

2019年3月6日（水）

全国スーパーマーケット協会による第13回
講師懇談会

2019年3月14日（木）

同協会に加盟する流通、小売、
メーカー、サービスなどの実務
家が最先端の経営やビジネスを
講義します。藤井理事長を始め、
講師の方々と懇親会を行いまし
た。寄付講座は開講13回を迎え
ました。

杉並区立浜田山小学校との教育活動支援に
関する覚書を締結

2019年2月27日（水）

杉並区立浜田山小学校と教職イ
ンターンシップ派遣に関する覚
書を取り交わしました。活動は
教職課程の学生が、インターン
シップとして小学校に派遣され、
地域児童の健全な育成を図ると
共に、地域の発展に寄与するこ
とを目的としています。

教員採用試験合格報告会＆卒業生教員との
情報交換会

2019年2月23日（土）

教員採用試験に合格した4年生
の体験報告（志したきっかけか
ら試験対策、将来の教師像まで）
が行われ、教員志望の学生が聴
講しました。そして、本学卒業
の先生方も同会に出席され、勤
務先の学校での取り組みについ
て報告が行われました。会終了
後、卒業生教員と学生による情
報交換が行われました。

ボランティアサークルの清掃活動＆メンバー募集

2019年2月13日（水）

ボランティアサークルは、大宮二丁目自治会と一緒に清掃活
動をしました。今回は大学から西永福駅前までの道のりに落
ちているゴミ拾いを行いました。この活動は定期的に行って
います。現在、ボランティアサークルの活動先は、児童館、商
店街、社会福祉協議会などがあり、部員一人ひとりが興味のあ
るものを選択し、活動をすることができます。参加希望の方は、
4号館1階にある学生課の窓口にてお問合せください。

サークルのメンバーと自治会の方々 ゴミを注意深く探しながら清掃
しています

静岡県出身のOB教員4名、
藤井理事長（右から3番目）、
西原事務職員（右端）

4大学の学生たちと長谷川ゼミ

藤井理事長
（前列左から3番目）

伊勢明子校長（左から2番目）
と笹金学長（当時。右から2
番目）

メ
ン
バ
ー
同
士
い
ろ
い
ろ
な
バ
ン
ド
を

結
成
し
て
、
ラ
イ
ブ
で
燃
え
上
が
る

軽
音
楽
研
究
会
は
、
学
年
に
関
係
な
く

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
バ
ン
ド
を
組
ん
で
、

ラ
イ
ブ
に
向
け
て
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

５
月
は
新
歓
ラ
イ
ブ
、
６
月
は
六
月
祭
、
９

月
は
定
期
ラ
イ
ブ
、
10
月
は
高
千
穂
祭
、
12

月
と
２
月
は
定
期
ラ
イ
ブ
や
合
宿
、
３
月
は

追
い
コ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
大
学

と
の
交
流
活
動
と
し
て
、
東
京
女
子
大
学
さ

ん
や
そ
の
他
の
大
学
と
も
交
流
が
あ
り
ま
す

の
で
、
学
外
に
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す

よ
。
部
員
の
大
半
が
大
学
か
ら
楽
器
を
始
め

た
と
い
う
人
が
多
い
の
で
、
初
心
者
で
も
大

歓
迎
で
す
！
（
も
ち
ろ
ん
、
経
験
者
も
大
大

歓
迎
で
す
）
。
ぜ
ひ
、
興
味
の
あ
る
方
は
、

気
軽
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
３
階
の
部
室
、
ま
た

は
７
号
館
地
下
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ
２
ま
で
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。 年8回行われるライブの成功に

向けて、日々の練習を怠らない
メンバーたち

●硬式野球部
春季オープン戦：
2/24（日） 亜細亜大学戦 勝ち○9-5
3/  5（火） 鹿屋体育大学戦 負け●6-9
3/ 6（水） 鹿児島国際大学戦 勝ち○7-1
3/16（土） 学習院大学戦 負け●5-6
3/17（日） 明星大学戦 負け●3-6
3/21（木） 一橋大学戦 負け●1-3
3/22（金） 芝浦工業大学戦 勝ち○4-2
3/23（土） 千葉工業大学戦 負け●3-7
3/26（火） 東京国際大学戦 勝ち○7-4
3/27（水） 成蹊大学戦 勝ち○7-2
3/29（金） 拓殖大学戦 負け●1-3
3/30（土） 鶴見大学戦 勝ち○6-5

春季リーグ戦：
4/ 7（日） 日本大学生物資源科学部戦 勝ち○12-6
4/13（土） 首都大学東京戦 負け●4-12
4/20（土） 東洋学園大学戦 負け●5-6
4/21（日） 日本工業大学戦 負け●4-9
4/28（日） 駿河台大学戦 勝ち○6-0
5/ 5（日） 東洋学園大学戦 負け●1-7

●スキー部
2/12（火）-15（金）　第46回全国学生岩岳スキー大会
村長杯争奪スキー大会（男女）兼アルペン男子予選　
白馬岩岳スノーフィールド　西尾一輝　ジャイアン
トスラローム4位、スーパー G5位
2/12（火）-15（金）　第46回全国学生岩岳スキー大会

村長杯争奪スキー大会（男女）兼アルペン男子予選　
白馬岩岳スノーフィールド　幸得凌大　ジャイアン
トスラローム18位、スーパー G22位、新人戦5位
2/12（火）-15（金）　第46回全国学生岩岳スキー大会
村長杯争奪スキー大会（男女）兼アルペン男子予選　
白馬岩岳スノーフィールド　総合7位/全62チーム中
3/10（日）-16（土）　第46回全国学生岩岳スキー大会
アルペン競技の部　白馬岩岳スノーフィールド 
西尾一輝　ジャイアントスラローム10位（来年度特別
シード）、スラローム22位（来年度特別シード）、スー
パー G（滑降代替）19位（来年度特別シード）
3/10（日）-16（土）　第46回全国学生岩岳スキー大会
アルペン競技の部　白馬岩岳スノーフィールド　総
合18位/全83チーム中

クラブ・サークル活動報告

五野井 郁夫　委員長　小林 大騎
27人（4年生：5人、３年生：9人、２年生：6人、１年生：7人）
月曜日～日曜日
クラシック系からメタル系まで、幅広いジャンルで活動しています
学年関係なく、みんな仲が良く、とても活気があります

顧 問
所属人数
活 動 日
内 容
雰 囲 気

CLUB
ACTIVITIES

I N T R O D U C T I O N  O F

軽音楽
研究会

小林 大騎
商学部　マーケティングコース　3年

神奈川県立保土ケ谷高校出身
寺内ゼミ、軽音楽研究会　委員長

ご意見・ご要望などを
募集します

高 千 穂 大 学・広 報 誌（Quarterly 
TAKACHIHO）をご覧いただき
まして誠にありがとうございま
す。広報課では皆さんからご意
見やご要望などを募集しており
ます。お気軽にメールにてお知
らせください。お待ちしており
ます。

連絡先メールアドレス

koho@takachiho.ac.jp

大学の最新情報が分かる！
公式アカウントをフォローしよう！！

高千穂大学
ソーシャルメディア

公式アカウント

●編集長 渡邉　均
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

クォータリー高千穂設置場所
図書館（1階）、3号館（1階）、4号館

（1・2階）、情報メディアセンター、
CS（1・2・3・4階）

［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

Spring / 2 0 1 9  
Vol.72

TAKACHIHO INFORMATION

春のオープンキャンパス開催

2019年3月24日（日）

高校の新2-3年生を対象とした
オープンキャンパスを開催。昨
年よりも多くの高校生や保護者
に参加頂きました。大学紹介・
学部説明、志望大学・学部の選
び方、人間科学部長谷川教授に
よる体験型の模擬授業、オープ
ンキャンパス学生スタッフによ
るキャンパスツアー、個別相談、
学食体験などが行われました。

（写真は、楽天株式会社執行
役員　笠原和彦氏）

経営学特別講義

2019年4月1 1日（木）～7月25日（木）

藤井耐高千穂学園理事長・教授
（経営学部）担当で、一般社団法
人新日本スーパーマーケット協
会による第13回寄附講座が開
催されています。

（写真は、高千穂大学経営学
部　小林康一准教授）

総合科目A（春学期）

2019年4月16日（火）～7月23日（火）

中山景央助教（経営学部）担当で、
「経営と情報」をテーマに、総合
科目Aが毎週火曜日2限（10:40
～ 12:10）で開催されています。

CLUB DATA

クラブ紹介

長谷川（人間科学部・教授）ゼミはバングラデシュの子ども
支援をしている4大学（高千穂大学、女子美術大学、立教女
子学院短期大学、明治大学、）の学生らの活動支援の報告会
を行っています。高千穂大学・長谷川ゼミは、支援品とし
て算数と英語の学習教材や「折
り紙の折り方見本」等の遊びの
教材をベンガル語の説明をつけ
て制作し、リサイクル文具と共
に支援品として年2回、現地に
送っています。

快挙！竹内慶司ゼミの3年生全員がリテール
マーケティング（販売士）2級に合格

2019年3月29日（金）

経営学部・竹内慶司ゼミの3年生
23名全員が、リテールマーケティ
ング（販売士）2級に合格しまし
た！これまでゼミ生全員合格を目
指していましたが、なかなか実現
しませんでした。この度初めて“全
員合格”を達成！この“快挙”を祝
して、クォータリー高千穂に掲載
させて頂きました（文・竹内教授）。

1列目左より清塚、齊藤、安東。
2列目左より鈴木、松浦、中
山。3列目左より松野、田村、
増田。4列目左より清水、中山、
細野。5列目左より矢野、大沢、
竹内慶司教授。
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2019年度　父母の会  黎明 49号

〈総会開催概要〉

１
．支
部
会

２
．昼
食
会 

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑶
東
京
会
場
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
山

梨
県
、
福
島
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
、北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
、中
部
ブ
ロ
ッ
ク
、近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
、九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
開
催
）

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
９
月
９
日 

（
日
）　

 

10
時
30
分
～
17
時
30
分

◆
会　

場 

高
千
穂
大
学

参
加
者　

保
護
者
＊
（
）内
の
数
字
は
前
年
度

東
京
都
支
部 

173
名
（
160
名
）　

在
籍
者
数　

1160
名

神
奈
川
県
支
部 

48
名
（
53
名
）　

在
籍
者
数　

313
名

千
葉
県
支
部 

10
名
（
14
名
）　

在
籍
者
数　

90
名

埼
玉
県
支
部 

14
名
（
25
名
）　

在
籍
者
数　

159
名

福
島
県
支
部 

５
名
（
２
名
）　

在
籍
者
数　

32
名

群
馬
県
支
部　
　
　

 

６
名
（
４
名
）　

在
籍
者
数　

18
名

茨
城
県
支
部　

 

３
名
（
８
名
）　

在
籍
者
数　

36
名

山
梨
県
支
部　

 

　

５
名
（
３
名
）　

在
籍
者
数　

28
名

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

８
名
（
８
名
）　

在
籍
者
数　

26
名

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

11
名
（
13
名
）　

在
籍
者
数　

36
名

中
部
ブ
ロ
ッ
ク 

３
名
（
４
名
）　

在
籍
者
数　

6
名

近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク　

 

２
名
（
３
名
）　

在
籍
者
数　

29
名

九
州
ブ
ロ
ッ
ク　

 

５
名
（
３
名
）　

在
籍
者
数　

21
名

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、笹
金
学
長
、他
12
名

父
母
の
会　

中
村
会
長
、
松
﨑
父
母
の
会
事
務
局
長
、
各
支

部
長

◆
懇
談
会
の
内
容 

１
．父
母
懇
談
会
の
開
催
報
告

　

父
母
の
参
加
者
は
３
３
７
名
（
昨
年
３
６
１
名
）で
参

加
率
は
16
％
。
開
催
ハ
ガ
キ
の
回
答
率
は
47
％
。
会
員

２
０
７
６
名
に
対
し
開
催
案
内
を
往
復
は
が
き
に
て
8
月
初

旬
に
発
送
。
９
月
１
日
（
土
）新
潟
会
場
を
皮
切
り
に
全
16
支

部
が
４
会
場
で
開
催
し
た
。

⑴
新
潟
会
場

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
９
月
１
日
（
土
）

 

11
時
30
分
～
17
時
30
分

◆
会　

場 

新
潟
市　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

◆
参
加
者 

保
護
者
19
名
（
13
名
）在
籍
者
数
53
名

＊
（
）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

笹
金
学
長
、他
４
名

父
母
の
会　

中
村
会
長
（
千
葉
県
支
部
長
）、松
﨑
事
務
局
長

◆
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑵
静
岡
会
場

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
9
月
8
日
（
土
）

 

10
時
35
分
～
17
時
00
分

◆
会　

場 

静
岡
市　

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

◆
参
加
者 

保
護
者
12
名
（
14
名
）在
籍
者
数
43
名

＊
（
）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
４
名

父
母
の
会　

松
﨑
事
務
局
長

◆
懇
談
会
の
内
容　

 

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．就
職
活
動
体
験
報
告
会　

４
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

５
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

６
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑷
宇
都
宮
会
場

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
９
月
15
日
（
土
）　

 

10
時
45
分
～
18
時
00
分

◆
会　

場 

宇
都
宮
市　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

◆
参
加
者 

保
護
者
13
名
（
17
名
）在
籍
者
数
26
名

＊
（
）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
４
名

父
母
の
会　

伊
澤
副
会
長
（
東
京
都
支
部
長
）

◆
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．講
演
「
全
力
の
ス
ス
メ
～
高
千
穂
大
学
で
学
ん
だ
事
～
」

５
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

６
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

２
．家
庭
と
の
連
絡
強
化

　
﹃
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
﹄の
発
送
（
年
４
回
）

　

２
０
１
８
年
５
月
、７
月
、10
月
、２
０
１
９
年
１
月　

発
送

　

う
ち
５
月
、
１
月
発
行
号
に
は
父
母
の
会
行
事
特
集
「
黎

明
」を
掲
載

３
．奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

　

高
千
穂
奨
学
生
、
学
業
成
績
上
位
者
（
小
池
厚
之
助
賞
72

名
）に
総
額
１
，８
０
０
，０
０
０
円
を
給
付
し
た
。

４
．教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

　

学
生
が
共
用
す
る
情
報
機
器
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）の
整

備
費
用
の
一
部
と
し
て
100
万
円
、
防
災
備
蓄
品
整
備
費
用
の

一
部
と
し
て
50
万
円
を
助
成
し
た
。

５
．学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

⑴
５
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

等
900
本
（
９
万
５
千
円
）を
提
供
し
た
。

⑵
10
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
に
よ
り
多
く
の
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
金
券
一

人
当
た
り
500
円
を
配
布
し
た
。
一
人
１
日
１
回
。
土
日
１
回

ず
つ
合
計
２
回
配
布
し
た
。
利
用
者
は
520
名
（
前
年
度
546
名
）、

２
６
０
，０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

６
．会
議
の
開
催

円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、「
役
員
総
会
」・「
役
員
会
」・「
常

任
委
員
会
」・「
支
部
役
員
会
」・「
合
同
研
修
会
」等
を
開
催
。

⑴
役
員
総
会

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
４
月
４
日
（
水
）

◆
場
所 

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者 

中
村
会
長
他
15
支
部
長

　

議
長
に
中
村
会
長
を
選
出
し
、
以
下
の
議
題
を
審
議
し
す

べ
て
承
認
さ
れ
た
。

　

ク
ォ
ー
タ
リ
ー「
67
号
」に
取
り
上
げ
会
員
全
員
に
５
月
に

発
送
し
報
告
し
た
。

議　

題　
【
審
議
事
項
】

１
．２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
と
決
算
の
承
認

２
．２
０
１
７
年
度
監
査
報
告

３
．２
０
１
８
年
度
事
業
計
画
の
承
認

４
．２
０
１
８
年
度
予
算
の
承
認

５
．２
０
１
８
年
度
役
員
の
承
認

⑵
役
員
会

第
１
回
役
員
会　
（
合
同
研
修
会
と
同
時
開
催
）

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
10
月
20
日
（
土
）

◆
場
所 

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者 

新
・
旧
役
員　

43
名　

議　

題　
【
審
議
事
項
】

⑴
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
及
び
予
算
収
支
の
中
間
報
告

⑵
次
期
役
員
体
制
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

２
０
１
９
年
度

役
員
総
会
報
告

１
．２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

2
．２
０
１
８
年
度
監
査
報
告

3
．２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）の
承
認

4
．２
０
１
９
年
度
予
算
（
案
）の
承
認

5
．２
０
１
９
年
度
役
員
（
案
）の
承
認

6
．そ
の
他

議題

２
０
１
９
年
４
月
４
日
（
火
）13
時
～

父
母
の
会
会
長
、各
支
部
長
12
名　

副
支
部
長
１
名　

議
長　

中
島
正
一
父
母
の
会
会
長

上
程
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

理事長

藤井  耐

学長

寺内　一
高千穂学園同窓会 
会長

井上　修

高千穂大学

父 母 の 会

黎　明黎　明
49号

REIMEI２
０
１
８
年
度

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

事
業
報
告 父母の会 会長

中島 正一

父
母
の
会
に
参
加
し
よ
う

２
０
１
９
年
度
の
高
千
穂
大
学
父
母
の
会 

会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
中
島
で
ご
ざ
い
ま
す
。

父
母
の
会
は
、
学
生
達
を
支
援
す
る
た
め

に
保
護
者
が
大
学
の
理
念
を
基
に
協
力
す
る

組
織
で
す
。
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
保

護
者
に
対
し
て
も
教
職
員
の
方
々
が
献
身
に

接
し
て
下
さ
る
お
陰
で
、
学
生
を
中
心
に
連

携
体
制
を
強
化
し
サ
ポ
ー
ト
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
教
職
員
と
の
連
携
以
外
に

も
父
母
の
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
保
護
者
同

士
の
連
携
も
繋
が
り
学
生
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
が
積
極
的
に
行
え
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
保
護
者
や
教
職
員
の
先
生
方

と
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
大
学
生
活

の
活
力
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
は
父
母
の
会
員
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
会
員
に
参

加
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

学
生
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
重
要
な

パ
ー
ト
：
父
母
の
会

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、
ご
子
息
・
ご
息

女
の
ご
入
学
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
千
穂
大
学
は
お
子
様
が
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
築
き
上
げ
て
き
て

お
り
ま
す
。
理
事
会
、
教
職
員
、
同
窓
会
、
そ

し
て
皆
様
の
父
母
の
会
が
学
生
一
人
ひ
と
り
一

人
を
一
致
団
結
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
は
本
学
の
創
始
者
の
川
田
鐡
彌
（
て

つ
や
）
先
生
の
「
家
族
主
義
的
教
育
共
同
体
」

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
学
生
を

家
族
の
一
員
と
し
て
全
学
的
な
協
力
体
制
で

育
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

父
母
の
会
の
目
的
は
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
父
母
の
皆
様
と
学
園
、
大

学
、
同
窓
会
と
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
は
じ

め
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
も
と
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が

４
年
間
で
成
長
し
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
進

む
こ
と
、
こ
れ
が
す
べ
て
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
、
父
母
の
会
が
持
つ
大
き
な
機

能
が
情
報
交
換
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
高
千
穂
大
学
の
教
育
を
等
し
く

享
受
し
て
お
ら
れ
る
ご
子
息
・
ご
息
女
の
将
来

に
対
す
る
希
望
や
不
安
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で

の
ご
体
験
な
ど
も
含
め
て
、
忌
憚
の
な
い
意
見

を
取
り
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

個
人
情
報
に
関
し
て
は
厳
格
に
取
り
扱
い
い
た

し
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

皆
様
が
父
母
の
会
と
い
う
場
を
有
効
に
活

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
こ
れ
が
お
子
様
の
成

長
に
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
も
の

で
す
。
ご
家
族
に
と
っ
て
も
こ
の
4
年
間
が

充
実
し
た
期
間
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
大
学
・
大
学
院
に
御
入
学
さ

れ
た
学
部
生
・
大
学
院
生
の
御
父
母
の
皆
様
、

御
子
息
・
御
息
女
の
御
入
学
心
よ
り
御
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
36
年（
１
９
０
３
年
）、
川
田
鐡
彌

先
生
に
よ
り
開
学
さ
れ
ま
し
た
本
学
園
は
、

我
が
国
私
学
の
伝
統
校
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

は
既
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
も
の
と
御
拝

察
致
し
ま
す
。

御
子
女
の
皆
様
が
、
こ
の
伝
統
校
に
て
充

実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
、
立
派
に
御
成
長
な
さ
れ
ま
す
よ

う
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
御
在
籍

さ
れ
て
お
り
ま
す
学
生
の
御
父
母
の
皆
様
と

共
に
、
新
入
学
生
の
御
父
母
の
皆
様
と
連
携

し
つ
つ
、
学
園
関
係
者
一
同
、
学
生
達
の
成

長
に
向
け
、
共
に
ご
協
力
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
挨
拶

父
母
の
会
と
交
流

同
窓
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
母
校
高

千
穂
大
学
の
隆
盛
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
同
窓
会
は
創
立
50
周
年

を
迎
え
、
新
た
な
半
世
紀
に
向
け
て
前
進
し
て

い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
は
、
現
在
約
３
万
６
千
人
登
録

さ
れ
て
お
り
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
30
支
部
高
千

穂
会
が
あ
り
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
会
員
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

父
母
の
会
と
の
交
流
は
、
栃
木
県
・
群
馬
県
・

埼
玉
県
・
神
奈
川
県
の
支
部
が
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
在
学
生
に
は
、「
体
育
祭
」
や
「
高
千

穂
祭
」
等
の
行
事
へ
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
学
園
と

共
に
連
携
を
深
め
、
学
生
が
社
会
人
に
向
け
て

大
き
く
成
長
す
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
高
千
穂
大
学
父
母
の
会
は

７
２
３
名
の
新
会
員
を
お
迎
え
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

父
母
の
会
会
長
・
理
事
長
・
学
長
・
同
窓
会
会
長
よ
り

父
母
の
会
会
員
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
挨
拶

黎 明
01

黎 明
02



2019年度　父母の会  黎明 49号

⑶
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

⑴
４
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
87
名
で
あ
っ
た
。

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
６
月
16
日
（
土
）

 

13
時
30
分
～
16
時
00
分

◆
会
場 

高
千
穂
大
学

◆
大
学
側 

５
名

◆
内
容　
　
　

１
．高
千
穂
大
学
の
４
年
生
の
状
況
に
つ
い
て　

西
山
就
職
委
員
長

２
．就
職
支
援
の
実
態　

西
山
就
職
委
員
長

３
．個
別
相
談
会

⑵
２
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
78
名
で
あ
っ
た
。　

◆
開
催
日
時 

２
０
１
９
年
３
月
２
日
（
土
）

 

13
時
～
16
時
30
分

◆
会
場 

高
千
穂
大
学

◆
大
学
側 

７
名

◆
内
容

１
．講
演
「
企
業
が
求
め
る
人
物
像
」

　

講
師　

城
南
信
用
金
庫　

笠
原
喜
則
氏

２
．就
職
委
員
会
よ
り　
「
高
千
穂
大
学
の
就
職
支
援
体
制
に

つ
い
て
」　

西
山
就
職
委
員
長

３
．個
別
相
談
会

⑷
新
入
生
保
護
者
説
明
会

　

４
月
４
日
（
火
）入
学
式
後
「
新
入
生
保
護
者
説
明
会
」を

開
催
。
教
務
委
員
会
よ
り
４
年
間
の
学
び
に
つ
い
て
、
各
支

部
よ
り
父
母
の
会
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。

⑸
卒
会
式

　

３
月
20
日
（
水
）「
４
年
生
父
母
の
会
会
員
の
卒
会
式
」を

開
催
。
参
加
者
は
約
115
名
、
理
事
長
・
学
長
が
出
席
。
今
年
度

は
卒
業
生
会
員
の
支
部
長
９
名
に
記
念
品
と
感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。

⑹
卒
業
記
念
品
配
布

　

３
月
20
日
（
水
）卒
業
生
（
358
名
）に
記
念
品
「
ふ
く
さ
」を

配
布
し
た
。

⑺
役
員
の
大
学
・
学
園
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
状
況

　

４
月
４
日
（
水
）入
学
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

５
月
26
日
（
土
）体
育
祭
へ
父
母
の
会
神
奈
川
県
支
部
支

部
長
他
５
名
出
席

　

３
月
20
日
（
水
）卒
業
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

３
）報
告
事
項

⑴
５
月
28
日
体
育
祭　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
配
布

⑵
そ
の
他

第
２
回
常
任
委
員
会　

２
０
１
８
年
10
月
20
日
（
土
）　

◆
出
席
者 

中
村
会
長
・
嘉
藤
副
会
長
・
伊
澤
副
会
長
・

 

青
木
副
会
長
・
鈴
木
副
会
長
・
中
島
副
会
長
・

　
　
　
　
　

松
﨑
事
務
局
長

◆
場　

所　

高
千
穂
大
学　

１
号
館
１
２
０
４
教
室

議　

題　
　
【
審
議
事
項
】

⑴
２
０
１
８
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

 

⑵
２
０
１
８
年
度
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
振

り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑶
２
０
１
８
年
度
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
振
り
返
り
、
次
年
度
に

向
け
て

⑷
２
０
１
８
年
度
父
母
懇
談
会
振
り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑸
２
０
１
９
年
度
役
員
体
制
に
つ
い
て

 
⑹
２
０
１
７
年
度
卒
業
式
と
２
０
１
８
年
度
入
学
式
の
振
り

返
り

⑺
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

⑻
そ
の
他

⑷
支
部
役
員
会

◆
開
催
日
・
開
催
都
市 

参
加
人
数

◇
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部 

５
月
26
日　
（
函
館
市
） 

５
名

11
月
25
日　
（
仙
台
市
） 

７
名

◇
新
潟
県
支
部 

６
月
23
日　
（
新
潟
市
） 

９
名

８
月
４
日　
（
長
岡
市
） 

７
名

12
月
15
日
（
新
潟
市
） 
11
名

◇
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

６
月
９
日　
（
長
野
市
） 

７
名

◇
栃
木
県
支
部

５
月
19
日　
（
宇
都
宮
市
） 

６
名

７
月
14
日　
（
宇
都
宮
市
） 

13
名

８
月
25
日　
（
宇
都
宮
市
） 

４
名

12
月
15
日
（
宇
都
宮
市
） 

５
名

２
月
２
日　
（
宇
都
宮
市
） 

６
名

◇
群
馬
県
支
部

５
月
20
日　
（
前
橋
市
） 

12
名

８
月
５
日　
（
前
橋
市
） 

10
名

１
月
19
日　
（
太
田
市
） 

８
名

◇
埼
玉
県
支
部

５
月
12
日　
（
さ
い
た
ま
市
） 

11
名

⑵
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　
　
　

　

支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
参
加
者
は
235
名
（
昨
年
200
名
）で
あ
っ
た
。

◆
開
催
日
時 

２
０
１
８
年
６
月
16
日
（
土
）

 

10
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
会　

場 

高
千
穂
大
学

◆
大
学
側 

藤
井
理
事
長
、他
４
名

◆
内　

容　
　
　
　

 

１
．理
事
長
よ
り
大
学
の
近
況
報
告

２
．学
生
食
堂
体
験
（
昼
食
）

３
．教
務
委
員
会
よ
り
４
年
間
の
学
び

４
．個
別
相
談
会

＊
（
）内
の
数
字
は
前
年
度

①
東
京
都
支
部 

参
加
者
106
名
（
97
名
）

１
年
生
90
名
（
82
名
）、役
員
16
名
（
15
名
）

②
神
奈
川
県
支
部 

参
加
者
35
名
（
31
名
） 

１
年
生
29
名
（
26
名
）、役
員
６
名
（
５
名
）

③
千
葉
県
支
部 

参
加
者
16
名
（
10
名
） 

１
年
生
10
名
（
４
名
）、役
員
６
名
（
６
名
）

④
埼
玉
県
支
部 

参
加
者
22
名
（
18
名
） 

　

１
年
生
17
名
（
13
名
）、役
員
５
名
（
５
名
）

⑤
山
梨
県
支
部 

参
加
者
10
名
（
３
名
）

　

１
年
生
２
名
（
２
名
）、役
員
２
名
（
１
名
）

⑥
静
岡
県
支
部 

参
加
者
８
名
（
５
名
）

　

１
年
生
８
名
（
４
名
）、役
員
１
名
（
１
名
）

⑦
群
馬
県
支
部 

参
加
者
７
名
（
２
名
）

　

１
年
生
５
名
（
１
名
）、役
員
２
名
（
１
名
）

⑧
新
潟
県
支
部 

参
加
者
７
名
（
２
名
）

　

１
年
生
６
名
（
１
名
）、役
員
１
名
（
１
名
）

⑨
茨
城
県
支
部 

参
加
者
１
名
（
２
名
）

　

１
年
生
１
名
（
１
名
）、役
員
０
名
（
１
名
）

⑩
栃
木
県
支
部 

参
加
者
３
名
（
10
名
）

　

１
年
生
２
名
（
８
名
）、役
員
１
名
（
２
名
）　

⑪
福
島
県
支
部 

参
加
者
３
名
（
４
名
）

　

１
年
生
２
名
（
２
名
）、役
員
１
名
（
２
名
）　

⑫
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク　

参
加
者
３
名
（
２
名
）

　

１
年
生
１
名
（
１
名
）、役
員
２
名
（
１
名
）

⑬
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

参
加
者
７
名
（
６
名
）

　

１
年
生
５
名
（
５
名
）、役
員
２
名
（
１
名
） 

⑭
中
部
ブ
ロ
ッ
ク 

参
加
者
２
名
（
３
名
）

　

１
年
生
５
名
（
１
名
）、役
員
２
名
（
１
名
）

⑮
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク　

参
加
者
２
名
（
３
名
）

　

１
年
生
１
名
（
３
名
）、役
員
１
名
（
２
名
）

⑯
九
州
ブ
ロ
ッ
ク 

参
加
者
３
名
（
２
名
）

　

１
年
生
２
名
（
１
名
）、役
員
１
名
（
１
名
）

第
２
回
役
員
会　

２
０
１
９
年
３
月
２
日
（
土
）

◆
場
所 

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者 

役
員　

19
名

議　

題　
【
審
議
事
項
】

⑴
２
０
１
９
年
度
「
役
員
総
会
」議
題
に
つ
い
て

議
題
１
．２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

議
題
２
．２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）と
予
算
（
案
）の
承
認

議
題
３
．２
０
１
９
年
度
新
役
員
案
の
承
認

⑵
２
０
１
９
年
度　

父
母
の
会
行
事
予
定
（
案
）に
つ
い
て

・
２
０
１
９
年
度
年
間
行
事
予
定
表

・
２
０
１
９
年
度
支
部
活
動
計
画
一
覧

・「
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て

・「
父
母
懇
談
会
」の
日
程
と
内
容
に
つ
い
て

・「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」に
つ
い
て

・
郷
土
企
画
実
施
予
定

・
合
同
研
修
会
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⑴
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

【
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
】

１
．３
月
20
日
「
卒
業
式
」「
父
母
の
会
４
年
生
卒
会
式
」

「
新
入
生
父
母
交
流
会
リ
ハ
ー
サ
ル
」

①
「
卒
業
式
」・「
同
窓
会
入
会
歓
迎
会
」へ
の
出
席
に
つ
い
て

②
「
父
母
の
会
４
年
生
会
員
の
卒
会
式
」の
実
施
と
役
割
分
担

③
旧
役
員
の
表
彰
に
つ
い
て

２
．４
月
４
日
「
新
入
生
父
母
説
明
会
」（
体
育
館
）・「
役
員
総
会
」

内
容
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、役
割
分
担
、支
部
紹
介
資
料

３
．そ
の
他

・
年
間
活
動
費
に
つ
い
て

・
ク
オ
ー
タ
リ
ー
掲
載
用
、支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

・
３
月
20
日
・
４
月
４
日
出
欠
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

 

⑶
常
任
委
員
会

第
１
回
常
任
委
員
会　

◆
２
０
１
８
年
６
月
16
日
（
土
）

◆
出
席
者 

中
村
会
長
・
伊
澤
副
会
長
・
嘉
藤
副
会
長
・

 

鈴
木
副
会
長
・
青
木
副
会
長
・
松
﨑
事
務
局
長

◆
場　

所 

高
千
穂
大
学　

１
号
館
１
２
０
４
教
室

議　

題　

１
）役
員
総
会
の
議
事
録
の
確
認　

２
）【
審
議
事
項
】

⑴
小
池
厚
之
助
賞
表
彰
式
出
席
者
に
つ
い
て

⑵
２
０
１
８
年
度
「
父
母
懇
談
会
」開
催
に
向
け
て

⑶
２
０
１
８
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑷
学
友
会
諸
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

⑸
そ
の
他　

入
学
式
・
卒
業
式
に
つ
い
て

◇
千
葉
県
支
部

５
月
19
日　
（
習
志
野
市
） 

13
名

１
月
26
日　
（
船
橋
市
） 

７
名

◇
東
京
都
支
部

５
月
19
日　
（
高
千
穂
大
学
） 

20
名

７
月
21
日　
（
港
区
） 

38
名

８
月
25
日　
（
高
千
穂
大
学
） 

23
名

11
月
17
日　
（
高
千
穂
大
学
） 

36
名

２
月
16
日　
（
高
千
穂
大
学
） 

27
名

◇
神
奈
川
県
支
部

５
月
19
日　
（
藤
沢
市
） 

12
名

６
月
23
日　
（
川
崎
市
） 

24
名

７
月
21
日　
（
横
浜
市
） 

15
名

12
月
１
日　
（
横
浜
市
） 

12
名

３
月
23
日　
（
横
浜
市
） 

20
名

⑸
合
同
研
修
会

◆
開
催
日 

２
０
１
８
年
10
月
20
日
（
土
）

◆
出
席
者 

父
母
の
会

中
村
会
長
、
木
谷
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
藤
原

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、
川
名
北
海
道
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
大
久
保
新
潟
県
支
部
長
、
田
邉
新

潟
県
新
支
部
長
、
小
俣
新
潟
県
副
支
部
長
、
佐
土
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
支
部
長
、
織
田
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、
中
島

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
千
葉
福
島
県
支
部
長
、
辻
福

島
県
副
支
部
長
、
鈴
木
栃
木
県
支
部
長
、
佐
橋
栃
木
県
新

支
部
長
、
上
野
栃
木
県
副
支
部
長
、
神
戸
群
馬
県
支
部
長
、

飯
塚
群
馬
県
新
支
部
長
、
飯
塚
群
馬
県
副
支
部
長
、
藤
井

埼
玉
県
新
支
部
長
、
大
矢
埼
玉
県
副
支
部
長
、
竹
内
埼
玉

県
副
支
部
長
、
中
山
千
葉
県
新
支
部
長
、
白
石
千
葉
県
副

支
部
長
、
伊
澤
東
京
都
支
部
長
、
加
藤
東
京
都
新
支
部
長
、

中
村
東
京
都
副
支
部
長
、
相
川
東
京
都
副
支
部
長
、
嘉
藤

神
奈
川
県
支
部
長
、
佐
藤
神
奈
川
県
新
支
部
長
、
高
橋
神

奈
川
県
副
支
部
長
、
相
内
神
奈
川
県
副
支
部
長
、
佐
々
木

神
奈
川
県
副
支
部
長
、
比
嘉
神
奈
川
県
副
支
部
長
、
中
村

山
梨
県
支
部
長
、
大
澤
山
梨
県
新
支
部
長
、
渡
辺
山
梨
県

副
支
部
長
、
青
木
静
岡
県
支
部
長
、
古
谷
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

支
部
長
、
小
西
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、
古
谷
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
横
河
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支

部
長
、
中
島
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
當
眞
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
副
支
部
長

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
１
名

◆
会　

場 

高
千
穂
大
学

◆
内　

容　

①
各
支
部
自
己
紹
介
、活
動
紹
介

②
２
０
１
８
年
度
父
母
懇
談
会
報
告

③
父
母
の
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

仕
事
量
、手
順
の
確
認

④
そ
の
他

７
．そ
の
他
事
業

（
１
）郷
土
企
画

　

学
生
の
健
康
管
理
の
一
助
に
、
昼
食
時
に
食
堂
で
各
支
部

の
特
産
品
を
提
供
す
る
企
画
を
、
２
０
０
５
年
度
か
ら
行
っ

て
お
り
、学
生
の
評
価
は
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
年
度
も
、14

支
部
か
ら
郷
土
特
産
品
等
の
提
供
が
あ
り
、
４
月
か
ら
１
月

ま
で
に
実
施
し
た
。
実
施
支
部
の
役
員
が
大
学
に
出
向
き
直

接
学
生
た
ち
に
手
渡
し
い
た
だ
き
学
生
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

①
神
奈
川
県
支
部　

開
催
日
時
：
５
月
11
日
（
金
）

　

提
供
品
：
鳩
サ
ブ
レ　

600
枚　

支
部
応
援
者
：
４
名　

②
千
葉
県
支
部　

開
催
日
時
：
５
月
24
日
（
木
）

　

提
供
品
：
ぴ
ー
な
っ
つ
饅
頭
550
個　

支
部
応
援
者
：
２
名

③
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時
：
６
月
１
日
（
金
）

　

提
供
品
：
丸
ぼ
う
ろ　

500
個　

支
部
支
援
者
：
１
名

④
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時
：
６
月
８
日
（
金
）

　

提
供
品
：
雪
の
散
歩
道
ハ
ス
カ
ッ
プ　

600
個

　

支
部
応
援
者
：
２
名

⑤
栃
木
県
支
部　

開
催
日
時
：
６
月
28
日
（
木
）

　

提
供
品
：
飛
山
の
里
福
祉
会
の
焼
菓
子　

550
個

　

支
部
応
援
者
：
４
名

⑥
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時
：
７
月
12
日
（
木
）

　

提
供
品
：
白
エ
ビ
せ
ん
べ
い
・
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス

　

支
部
応
援
者
：
２
名

⑦
山
梨
県
支
部　

開
催
日
時
：
10
月
３
日
（
水
）

　

提
供
品
：
ぶ
ど
う　

50 

kg　

支
部
応
援
者
：
３
名

⑧
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

　

開
催
日
時
：
10
月
25
日
（
木
）

　

提
供
品
：
泉
州
た
ま
ね
ぎ
サ
ブ
レ　

600
個　

⑨
群
馬
県
支
部　

開
催
日
時
：
11
月
１
日
（
木
）

　

提
供
品
：
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー　

528
個　

支
部
応
援
者
：
３
名

⑩
福
島
県
支
部　

開
催
日
時
：
11
月
８
日
（
木
）

　

提
供
品
：
天
然
炭
酸
水　

450
本　

支
部
応
援
者
：
２
名

⑪
新
潟
県
支
部　

開
催
日
時
：
11
月
30
日
（
金
）

　

提
供
品
：
新
潟
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
60 

kg
と
佃
煮　
　

⑫
東
京
都
支
部　

開
催
日
時
：
12
月
７
日
（
金
）

　

提
供
品
：
ひ
よ
こ　

600
個　

支
部
応
援
者
：
８
名

⑬
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部　

開
催
日
時
：
12
月
14
日
（
金
）

　

提
供
品
：
お
に
ぎ
り
せ
ん
べ
い　

555
枚　

支
部
応
援
者
：
２
名

⑭
静
岡
県
支
部　

開
催
日
時
：
１
月
11
日
（
金
）

　

提
供
品
：
み
か
ん　

90 

kg　

支
部
応
援
者
：
２
名

●収入の部

●支出の部

(単位：円）

(単位：円）

科　目 2018年度予算 2018年度決算 差　異 摘　要

会費収入 19,000,000 20,620,000 △ 1,620,000 会費10,000円　　在学生を2062人（留学生除く）

雑収入 受取利息 1,000 1,861 △ 861 受取利息等

前年度繰越金 19,192,560 18,126,691 1,065,869

収入の部合計 38,193,560 38,748,552 △ 554,992

科　目 2018年度予算 2018年度決算 差　異 摘　要

父母懇談会費 3,300,000 3,376,552 △ 76,552

就職ガイダンス 1,000,000 878,210 121,790 2・4年生保護者向け

会報費 1,800,000 1,840,901 △ 40,901 「黎明」、「クォータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,800,000 3,658,329 141,671

奨学助成費 1,800,000 1,800,000 0 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・
体育助成費 500,000 358,329 141,671 体育祭飲料補助費等

役員会費 1,000,000 1,301,960 △ 301,960 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,100,000 4,236,438 △ 136,438 支部活動助成費1,688,981円、新入生オリエンテーション668,663円、
郷土企画897,934円,卒会式588,860円、卒業記念品392,000円

管理費 2,600,000 2,799,123 △ 199,123 派遣・アルバイト代　1,864,020円、事務用品387,813円、
通信費等216,636円、義援金40,320円、その他290,334円

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 17,600,000 18,091,513 △ 491,513

次年度繰越金 20,593,560 20,657,039 △ 63,479

合　　　計 37,193,560 37,870,342 △ 676,782

２
０
１
８
年
度

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

決
算
報
告
２
０
１
８
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
１
９
年
３
月
₃₁
日
ま
で

黎 明
03

黎 明
04



2019年度　父母の会  黎明 49号

会長 中島 正一 （九州ブロック支部　4年）

副会長 中山 和彦 （千葉県支部　4年）
加藤 孝一 （東京都支部　4年）
佐藤 しのぶ （神奈川県支部　4年）
青木 美智子 （静岡県支部　3年）
大澤 美貴 （山梨県支部　3年）
嘉瀬 英昭 （大学指名）

幹事 藤原 英子 （北海道･東北ブロック支部　4年）
織田 真由美 （北陸ブロック支部　3年）
千葉 美保 （福島県支部　4年）

藤井 達也 （埼玉県支部　4年）
佐橋 智美 （栃木県支部　3年）
横河 秀記 （近畿･中国･四国ブロック支部　3年）

監査 飯塚 孝夫 （群馬県支部　3年）
西山 徹二　 （大学指名）

会計 田邉 潤治 （新潟県支部　4年）　

事務局長・会計 松﨑 健 （大学指名）

●収入の部

●
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
の
奨
学
金
の
充
実
に
対
す

る
協
力
（
小
池
厚
之
助
賞
へ
の
協
力
）

●
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
対
し
助
成
を
行
う
（
情
報
機
器
、防
災
用
品
）

●
学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

学
友
会
傘
下
の
体
育
会
・
学
術
文
化
連
合
会
等
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
会
、
高
千
穂
祭
実
行
委
員
会
（
主
催
す
る
行

事
等
）お
よ
び
体
育
祭
実
行
委
員
会
に
対
し
援
助
を
行
う

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
・
応
援

大
学
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
（
野
球
部
・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
）へ
の
支
援

・
体
育
祭
へ
の
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提
供
）

・
大
学
祭
へ
の
支
援
（
模
擬
店
利
用
の
金
券
配
布
）

●
会
議
の
開
催

父
母
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
次
の
会
議
を
開

催１
．役
員
総
会　

２
．役
員
会　

３
．本
部
役
員
・
支
部
役
員

合
同
研
修
会　

４
．支
部
会
、支
部
役
員
会

●
そ
の
他
の
事
業

１
．高
千
穂
学
園
同
窓
会
と
の
協
力
関
係
の
推
進

２
．父
母
の
会
活
動
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
合
同
研
修

会
等
の
実
施
）

●
新
入
生
保
護
者
説
明
会
の
開
催

４
月
４
日
入
学
式
当
日
に
、
新
入
生
出
席
保
護
者
を
対
象

に
実
施

●
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催　

　

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
６
月
に
実
施

●
父
母
懇
談
会
の
開
催　
　
　
　
　

９
月
の
、土
、日
を
利
用
し
、全
国
16
支
部
が
単
独
ま
た
は

合
同
で
開
催
す
る
。　

●
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

６
月
に
４
年
生
保
護
者
向
け
、
３
月
に
２
年
生
保
護
者
向

け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大
学
就
職
支
援
課
と
の
合
同
で

開
催
、２
年
生
保
護
者
向
け
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

●
卒
会
式
の
実
施
及
び
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

３
月
20
日
卒
業
式
当
日
に
、
卒
業
式
出
席
保
護
者
を
対
象

に
実
施
、卒
業
生
へ
記
念
品
贈
呈

●
郷
土
企
画
の
実
施

　

各
支
部
の
名
産
品
を
食
堂
で
学
生
に
提
供

●
家
庭
と
の
連
絡
の
強
化　

１
．大
学
広
報
誌
「
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
」を
会
員
向
け

に
年
４
回
発
送
、
う
ち
２
回
、
父
母
の
会
の
特
集　

﹃
黎
明
﹄が
掲
載

２
．上
記
の
送
付
を
行
う
際
に
大
学
行
事
の
案
内
を
同
封

父
母
の
会
の
目
的
は
、
大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を
活

発
に
し
、学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
大
学
を
後
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
年
度
は
、次
の
事
業
を
行
う
。

(単位：円）

科　目 2018年度決算 2019年度予算 差　異 摘　要

会費収入 20,620,000 23,000,000 △ 2,380,000 会費10,000円　　在学生を2300人（留学生除く）

雑収入 受取利息 1,861 1,000 861 受取利息等

前年度繰越金 18,126,691 20,657,039 △ 2,530,348

収入の部合計 38,748,552 43,658,039 △ 4,909,487

●支出の部 (単位：円）

科　目 2018年度決算 2019年度予算 差　異 摘　要

父母懇談会費 3,376,552 3,700,000 △ 323,448

就職ガイダンス 878,210 1,000,000 △ 121,790 2・4年生保護者向け

会報費 1,840,901 2,000,000 △ 159,099 「黎明」、「クォータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,658,329 3,800,000 △ 141,671

奨学助成費 1,800,000 1,800,000 0 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・体育
助成費 358,329 500,000 △ 141,671 体育祭飲料補助費等

役員会費 1,301,960 1,500,000 △ 198,040 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,236,438 4,700,000 △ 463,562 支部活動助成費1,700,000円、新入生オリエンテーション700,000円、
郷土企画1,300,000円,卒会式500,000円、卒業記念品500,000円

管理費 2,799,123 2,700,000 99,123 派遣・アルバイト代1,900,000円、事務用品400,000円、
通信費等200,000円、義援金100,000円、その他

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 18,091,513 19,400,000 △ 1,308,487

次年度繰越金 20,657,039 24,258,039 △ 3,601,000

合　　　計 38,748,552 43,658,039 △ 4,909,487

２
０
１
９
年
度

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

予
算
書
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
０
年
３
月
₃₁
日
ま
で

２
０
１
９
年
度

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

新
役
員
紹
介

２
０
１
９
年
度

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

事
業
計
画

一
緒
に
活
動
し

子
供
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う

今
年
度
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
藤
原
と
申
し
ま
す
。

当
支
部
は
広
域
に
わ
た
り
ま
す
が
、
寒
冷
地
な

ら
で
は
の
人
の
良
さ
温
か
さ
と
団
結
の
あ
る
支
部

で
す
。

父
母
の
会
の
行
事
を
通
し
て
、
親
同
士
の
情
報

交
換
や
先
生
方
と
の
交
流
を
密
に
し
て
、子
供
た
ち

の
大
学
生
活
を
一
緒
に
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

応
援
し
ま
し
ょ
う
！

新
潟
県
か
ら
は
多
く
の
学
生
が
進
学
し
て
お
り
、

充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
出

来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年
、新
潟
で
父
母
懇
談
会
を
開
催
し
て
お
り
、教

職
員
の
方
々
が
出
席
さ
れ
て
生
徒
さ
ん
の
様
子
や
就

職
に
関
す
る
情
報
な
ど
が
聞
け
ま
す
。ま
た
個
別
に

も
対
応
し
て
下
さ
い
ま
す
。ぜ
ひ
父
母
懇
談
会
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、子
供
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

北海道・東北ブロック支部
支部長

藤原 英子

新潟県支部
支部長

田邉 潤治

社
会
に
巣
立
つ
子
ど
も
達
の
た
め
に

栃木県支部
支部長

佐橋 智美

楽
し
く
面
白
く

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
群
馬
県
支
部

の
飯
塚
と
申
し
ま
す
。

群
馬
県
支
部
は
生
徒
全
員
で
20
人
も
い
ま
せ
ん

の
で
群
馬
県
支
部
会
も
少
人
数
で
行
っ
て
い
ま
す
。

自
由
参
加
型
で
気
が
ね
な
く
話
が
で
き
ま
す
の
で

親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

も
っ
て
こ
い
の
会
で
す
。
お
子
様
の
大
学
生
活
と

一
緒
に
父
母
の
会
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

群馬県支部
支部長

飯塚 孝夫 

父
母
会
で
不
安
が
解
消
さ
れ

友
達
も
で
き
ま
す
。

父
母
会
は
他
地
域
の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
る

と
て
も
楽
し
い
会
で
す
。

親
元
を
離
れ
て
い
る
子
供
の
こ
と
が
心
配
で
す

が
子
供
の
様
子
を
見
つ
つ
大
学
で
の
生
活
も
知
る

こ
と
が
で
き
先
生
方
と
お
話
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
父
母
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
子
供
た
ち
や

大
学
の
サ
ポ
ー
ト
を
一
緒
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

北陸ブロック支部
支部長

織田 美紀

父
母
の
会
参
加
は

有
意
義
な
も
の
で
す

「
学
生
生
活
は
出
来
て
い
る
だ
ろ
う
か
」子
供
の

状
況
で
不
安
、
心
配
な
事
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
に
父
母
の
会
参
加
に
よ
り
、
学
校
か
ら
の

報
告
や
サ
ポ
ー
ト
が
あ
れ
ば
と
て
も
心
強
い
で
す
。

子
供
の
成
長
の
た
め
に
学
校
と
家
庭
の
力
添
え

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

福島県支部
支部長

千葉 美保

支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
９
年
度
の
支
部
長
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

父
母
の
会
に
参
加
し
て
、驚
い
た
事
は
、大
学
と

学
生
、そ
し
て
、保
護
者
と
の
距
離
が
と
て
も
近
い

事
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
、そ
れ
は
、と
て
も
安
心

に
繋
が
り
ま
し
た
。父
母
懇
談
会
で
は
直
接
、先
生

方
に
相
談
で
き
る
機
会
が
あ
り
先
輩
方
の
話
し
も

参
考
に
な
り
、親
の
心
配
や
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
く
子
ど
も
達
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

黎 明
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就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

2
年
生
保
護
者
対
象　

３
月
２
日（
土
）

新
入
生
保
護
者
説
明
会

４
月
４
日（
木
）

日程 開催支部 開催都市 開催会場

8月31日（土） 新潟県 新潟市 東映ホテル

9月8日（日）

北海道・東北ブロック

杉並区 高千穂大学

北陸ブロック

福島県

茨城県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

山梨県

中部ブロック

近畿・中国・四国ブロック

九州ブロック

9月14日（土）
静岡県 静岡市 静岡グランドホテル中島屋

栃木県 宇都宮市 ホテルニューイタヤ

父
母
懇
談
会
開
催

支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

父
母
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

就
職
支
援
課
・
就
職
委
員
会
に
ご
協
力
い

た
だ
き
「
2
年
生
保
護
者
対
象
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
」を
開
催
し
、
93
名
の
保
護
者
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
本
学
卒
業
生
で
城
南
信
用
金

庫
勤
務
の
笠
原
喜
則
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
企
業
が
求
め
る
人
物
像
」を
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
商
学
部
４
年
生
の
加

内
菜
摘
さ
ん
よ
り
就
職
活
動
体
験
談
を
話

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、「
本
学
の
就
職
支

援
」に
つ
い
て
西
山
徹
二
教
授
（
就
職
常
任

委
員
長
）よ
り
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

希
望
者
に
は
就
職
に
関
す
る
個
別
相
談
も
行

い
ま
し
た
。

入
学
式
終
了
後
、
新
入
生
保
護
者
の
皆
様

に
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
教
務
委

員
長
の
齋
藤
元
紀
教
授
よ
り
「
四
年
間
の
学

び
に
つ
い
て
」を
お
話
い
た
だ
き
、
そ
の
後

各
支
部
別
に
父
母
の
会
と
支
部
活
動
に
つ
い

て
支
部
長
よ
り
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
報
告

黎 明
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日
時

６
月
15
日
（
土
）13
時
〜（
予
定
）

場
所 

高
千
穂
大
学 

1
号
館

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

4
年
生
保
護
者
対
象　

4
年
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。
す
で
に
就
職
活

動
が
始
ま
っ
て
い
る
学
年
な
ら
で
は
の
お
悩

み
や
疑
問
等
を
解
決
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。

日
時

６
月
15
日
（
土
）10
時
〜（
予
定
）

場
所 

高
千
穂
大
学 

1
号
館

新
入
生
保
護
者

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

開
催

四
年
間
の
学
び
に
つ
い
て
の
説
明
、
学
生

食
堂
で
の
昼
食
会
、
教
職
員
と
の
個
別
相
談

会
、
会
員
同
士
の
交
流
等
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
お
子
様
の
出
欠
表
も
ご
用
意
し
ま
す
。

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

開
催
予
定

大
学
職
員
と
授
業
、成
績
、学
生
生
活
、将

来
の
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
お
話
が
で
き
ま

す
。
お
子
様
の
出
欠
表
も
ご
用
意
し
ま
す
。

ま
た
先
輩
保
護
者
の
体
験
談
な
ど
同
郷
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
と
共
感
で
き
る
話
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高千穂大学 父母の会・事務局　
〒168-8508 東京都杉並区大宮2丁目19番1号

TEL  03-3313-0432       FAX 03-3313-0432　E-mail  fubokai@takachiho.ac.jp

父母の会に関する
お問合せは、
こちらまで

お願いします。

子
供
と
同
じ
目
線
で
情
報
共
有
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

変
化
の
早
い
現
代
で
子
供
が
大
学
を
卒
業
し
、就

職
す
る
に
は
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
に
は
父
母
の
会
行
事
の
参
加
と
大
学
の
情

報
発
信
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
し
、子
供
と
一
緒
に
情

報
を
共
有
す
る
事
が
必
要
で
す
。社
会
に
羽
ば
た
く

前
に
、最
後
の
大
学
4
年
間
を
明
る
く
、楽
し
く
寄

り
添
い
、こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
一
緒
に
卒
業
し
た
い
思
い

で
す
。父
母
の
会
の
活
動
に
是
非
、ご
参
加
下
さ
い
。

埼玉県支部
支部長

藤井 達也

「
家
族
的
経
営
」を

実
感
し
て
下
さ
い

私
た
ち
の
時
代
と
違
い
、
今
の
大
学
生
は
入
学

し
て
か
ら
気
の
抜
け
る
日
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
学
生
を
大
学
の
職
員
の
方
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て

行
く
、
父
母
の
会
は
そ
ん
な
情
報
交
換
の
場
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
学
生
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

千葉県支部
支部長

中山 和彦

父
母
の
会
へ
の
参
加
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

父
母
の
会
は
、
大
学
と
一
丸
と
な
っ
て
子
供
た

ち
の
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
情
報
交
換
や
相
談
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
父
母
の
会
の
行
事
に
参
加
し
て
交
流
を

深
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山梨県支部
支部長

大澤 美貴

不
安
解
消
！
父
母
の
会

父
母
の
会
に
参
加
し
て
2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

授
業
、成
績
、学
生
生
活
、将
来
の
こ
と
な
ど
気
軽

に
相
談
で
き
ま
す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に

学
校
は
応
え
て
く
れ
ま
す
。

父
母
の
会
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。静岡県支部

支部長

青木 美智子

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、

始
め
ま
せ
ん
か
。

昭
和
平
成
と
時
が
流
れ
、学
生
を
と
り
ま
く
社
会

や
生
活
環
境
は
私
た
ち
親
世
代
が
学
生
だ
っ
た
頃

と
比
べ
て
激
変
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、父
母

の
会
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

父
母
の
会
は
大
学
と
共
に
、学
生
に
寄
り
添
い
、

学
生
を
支
え
て
い
き
ま
す
。そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、と

て
も
身
に
沁
み
る
大
切
な
こ
と
で
す
。親
に
と
っ
て

も
。

近畿・中国・四国ブロック支部
支部長

横河 秀記

有
意
義
な
学
生
生
活
の
た
め
に

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
の
中
島
で
す
。
父
母
の

会
で
は
、
大
学
教
職
員
・
父
母
の
会
お
よ
び
学
生

の
三
位
一
体
と
な
っ
て
情
報
の
共
有
を
は
か
る
場

で
す
。
是
非
と
も
父
母
の
会
に
参
加
し
、
将
来
的

に
学
生
生
活
が
有
意
義
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

九州ブロック支部
支部長

中島 正一

皆
様
と
共
に
父
母
の
会
を

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す

東
京
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
加
藤
と
申

し
ま
す
。

高
千
穂
の
魅
力
の
一
つ
に
大
学
と
の
近
さ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。父
母
の
会
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
学
生
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
東
京
支

部
は
最
大
の
規
模
の
支
部
で
す
。
支
部
活
動
を
楽

し
く
円
滑
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東京都支部
支部長

加藤 孝一

親
子
の
会
話
も
増
え
る
父
母
会

「
明
日
の
予
定
は
？
」息
子
に
ラ
イ
ン
す
る
の
が

私
の
日
課
。「
七
時
起
き
、
弁
当
で
！
」息
子
か
ら

の
返
信
で
す
。
学
校
で
の
様
子
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
は
父
母
会
の
役
員
に
な
る
事
で
、
保
護
者
や

学
校
か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
私
の
心

配
も
軽
減
さ
れ
、息
子
と
の
会
話
も
増
え
ま
し
た
。

父
母
会
役
員
、お
薦
め
で
す
！

神奈川県支部
支部長

佐藤 しのぶ


